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10月８日、こごせ幼稚園で運動会が行なわれました。当日は平日にもかかわらず、大勢の観客で賑わいま
した。
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2

千
早
赤
阪
村
を

Ｐ
Ｒ
し
て
く
だ
さ
い

平
成
20
年
10
月
20
日
、
河
内
長
野

市
役
所
８
階
８
０
２
会
議
室
に
お
い

て
、
第
３
回
河
内
長
野
市
・
千
早
赤

阪
村
合
併
協
議
会
が
開
催
さ
れ
ま
し

た
。議

題
は
、
次
の
と
お
り
で
す
。

¡

協
議
会
規
約
に
関
す
る
協
議
書
の

一
部
を
変
更
す
る
協
議
書
に
つ
い

て

¡

平
成
19
年
度
協
議
会
決
算
の
承
認

に
つ
い
て

¡

協
議
第
12
号
　
一
般
職
職
員
の
身

分
の
取
扱
い
に
つ
い
て

¡

協
議
第
13
号
　
特
別
職
職
員
の
身

分
の
取
扱
い
に
つ
い
て

¡

協
議
第
14
号
　
条
例
、
規
則
等
の

取
扱
い
に
つ
い
て

¡

協
議
第
15
号
　
公
共
的
団
体
等
の

取
扱
い
に
つ
い
て

¡

協
議
第
16
号
　
慣
行
の
取
扱
い
に

つ
い
て

協
議
事
項

承
認
事
項

報
告
事
項

く
わ
し
く
は
、
本
紙
と
同
時
に
配

布
し
て
い
る「
合
併
協
議
会
だ
よ
り
」

ま
た
は
合
併
協
議
会
の
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
（http://w

w
w
.city.kaw

achinagano.
osaka.jp/gappeikyou

）
を
ご
覧
く

だ
さ
い
。

ま
た
、
会
議
資
料
や
会
議
録
は
、

役
場
（
秘
書
政
策
課
）、
小
吹
台
連

絡
所
、
く
す
の
き
ホ
ー
ル
（
図
書
室
）

で
閲
覧
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

第
３
回
河
内
長
野
市
・
千
早
赤
阪
村

合
併
協
議
会
が
開
催
さ
れ
ま
し
た

千
早
赤
阪
村
の

明
日
を
考
え
る
――

▲第３回合併協議会

前
号
で
紹
介
し
ま
し
た
「
む
ら
の

ブ
ロ
グ
」
に
掲
載
す
る
記
事
を
募
集

し
て
い
ま
す
。

日
々
の
暮
ら
し
の
中
で
、
当
た
り

前
と
思
っ
て
い
る
こ
と
で
も
、
都
会

で
は
珍
し
い
こ
と
か
も
し
れ
ま
せ

ん
。
ち
ょ
っ
と
し
た
日
常
の
断
片
を

切
り
取
っ
て
、
村
外
へ
情
報
発
信
し

て
み
ま
せ
ん
か
？

☆
む
ら
の
ブ
ロ
グN

E
W
S

☆

こ
の
サ
イ
ト
は
「
千
早
赤
阪
村
ふ

る
さ
と
応
援
寄
附
金
」
を
募
る
に
あ

た
り
、
企
画
し
た
も
の
で
す
。
こ
の

サ
イ
ト
を
み
た
人
が
村
を
よ
り
身
近

に
感
じ
、
寄
附
の
き
っ
か
け
に
な
れ

ば
と
思
っ
て
い
ま
す
。

さ
て
、
10
月
中
旬
か
ら
「
む
ら
の

ブ
ロ
グ
」
応
援
隊
と
し
て
「（
仮
）

ふ
る
さ
と
貯
金
箱
」
く
ん
が
ブ
ロ
グ

の
中
で
登
場
。
よ
り
親
し
み
や
す
い

ブ
ロ
グ
を
目
指
し
て
い
ま
す
。ぜ
ひ
、

ご
覧
く
だ
さ
い
。

現
在
掲
載
さ
れ
て
い
る
中
で
い
く

つ
か
を
紹
介
し
ま
す
。

千
早
赤
阪
村
を

Ｐ
Ｒ
し
て
く
だ
さ
い

み
ん
な
が
村
の
営
業
マ
ン

応
募
方
法
は
、
村
の

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を

ご
覧
く
だ
さ
い
。

棚田の親子／昼寝していたところを起こされ、泣き
じゃくっていた娘。でも棚田ののんびりとした空気
のせいでしょうか？いつの間にか親子３人でなごん
でいました。 【パパも入れてほしいな】

日光浴独り占め！／金剛山の展望台にて。気持が良
くて、空の中に溶けてしまいそうです。

【ふるさと貯金箱くん】

現
在
、
村
元
気
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
委

員
会
で
は
、
健
康
づ
く
り
の
一
環
と

し
て
「
歩
こ
う
運
動
」
を
実
施
し
て

い
ま
す
の
で
ど
し
ど
し
参
加
し
て
く

だ
さ
い
。

「
歩
こ
う
運
動
の
内
容
」

各
人
が
自
分
に
合
っ
た
、
無
理
の

な
い
目
標
を
立
て
実
際
に
歩
い
て
い

た
だ
き
ま
す
。

10
月
号
広
報
の
折
り
込
み
に
あ
る

「
歩
こ
う
運
動
記
録
カ
ー
ド
」
用
紙

に
目
標
な
ど
を
記
入
し
て
く
だ
さ
い
。

記
録
カ
ー
ド
が
な
い
場
合
は
、
秘
書

政
策
課
ま
で
問
い
合
わ
せ
て
く
だ
さ

い
。
実
施
期
間
終
了
後
、
参
加
さ
れ

た
人
は
、
目
標
が
達
成
で
き
た
時

（
ま
た
、
で
き
な
か
っ
た
と
し
て
も
）

記
録
カ
ー
ド
を
元
気
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

委
員
会
に
提
出
し
て
い
た
だ
け
れ
ば

目
標
成
果
を
認
定
し
、
広
報
で
紹
介

し
ま
す
。

実
施
期
間

10
月
15
日（
水
）〜
11
月
14
日（
金
）

記
録
カ
ー
ド
提
出
日

11
月
30
日
（
必
着
）

注
意
事
項

歩
こ
う
運
動
に
参
加
さ
れ
て
い
る

期
間
中
の
事
故
や
け
が
な
ど
に
つ
い

て
は
一
切
責
任
を
負
い
か
ね
ま
す
の

で
、
参
加
者
は
十
分
注
意
を
し
て
く

だ
さ
い
。

〈
問
い
合
わ
せ
〉

秘
書
政
策
課

健
康
の
た
め
に
今
日
か
ら

歩
い
て
見
ま
せ
ん
か



晩
秋
の
星
座
観
察

晩
秋
の
空
に
み
え
る
カ
シ
オ
ペ
ヤ

座
か
ら
北
極
星
を
探
し
て
み
よ
う
。

大
阪
で
一
番
高
い
金
剛
山
か
ら
、

口
径
40
b
の
望
遠
鏡
を
の
ぞ
い
て
み

ま
せ
ん
か
。

日
時

11
月
22
日（
土
）

午
後
７
時
30
分
〜

定
員

30
人

費
用

４
０
０
円

持
ち
物

懐
中
電
灯

服
装

十
分
温
か
い
防
寒
着
を
着
用

し
て
く
だ
さ
い
。

※
星
空
観
察
参
加
に
際
し
て
は
宿
泊

が
必
要
と
な
り
ま
す
。（
宿
泊
費
は

別
途
必
要
）

〈
問
い
合
わ
せ
〉

ち
は
や
星
と
自
然
の
ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム

1
&4
０
０
５
６

〈
宿
泊
問
い
合
わ
せ
〉

香
楠
荘
　
1
&4
０
３
２
１

金
剛
山
キ
ャ
ン
プ
場
　
1
&4
０
０
５
６

金
剛
山
ク
リ
ー
ン
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン

秋
の
紅
葉
の
美
し
い
こ
の
季
節
、

金
剛
山
の
ク
リ
ー
ン
ハ
イ
キ
ン
グ
に

参
加
し
ま
せ
ん
か
。

日
時

11
月
９
日（
日
）
午
前
９
時
〜

※
清
掃
用
品
な
ど
な
く
な
り
次
第
終

了
受
付

表
登
山
道
入
口
（
登
山
口
バ

ス
停
付
近
）

費
用

無
料

※
ゴ
ミ
は
、
山
頂
境
内
お
よ
び
、
ち

は
や
星
と
自
然
の
ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム

に
置
場
を
設
け
ま
す
の
で
午
後
３

時
ま
で
に
置
い
て
く
だ
さ
い
。

〈
問
い
合
わ
せ
〉

産
業
振
興
課
　
1
&2
１
４
４
７

落
ち
葉
染
め
体
験

〜
シ
ル
ク
ス
カ
ー
フ
を
染
め
よ
う
〜

紅
葉
し
た
金
剛
山
を
散
策
し
な
が

ら
、
地
面
に
広
が
る
落
ち
葉
を
か
き

集
め
て
、
シ
ル
ク
の
ス
カ
ー
フ
を
秋

の
色
に
染
め
あ
げ
よ
う
。

日
時

11
月
２
日（
日
）

午
前
11
時
〜
午
後
３
時

定
員

30
人

参
加
費

３
０
０
円

材
料
費

シ
ル
ク
ス
カ
ー
フ
１
枚

２，

０
０
０
円
〜

持
ち
物

昼
食
、
飲
物
、
ビ
ニ
ー
ル
手

袋
、
エ
プ
ロ
ン
、
雨
具

服
装

動
き
や
す
く
、
汚
れ
て
も
よ

い
も
の

軽
登
山
入
門

ち
ょ
っ
と
し
た
常
識
や
マ
ナ
ー
を

覚
え
ま
し
ょ
う
。

入
門
書
に
は
載
っ
て
い
な
い
便
利

な
用
具
や
、
そ
の
使
い
方
な
ど
を
紹

介
し
ま
す
。

日
時

11
月
３
日（
祝
）

午
後
１
時
30
分
〜
３
時

定
員

30
人

対
象

登
山
初
心
者

月
と
す
ば
る
の
観
察

双
眼
鏡
で
見
る
と
宝
石
の
よ
う
に

キ
ラ
キ
ラ
輝
く
星
団
「
す
ば
る
」
と
、

望
遠
鏡
で
ビ
ッ
ク
リ
す
る
ほ
ど
拡
大

し
た
月
の
ク
レ
ー
タ
ー
を
観
察
し
よ
う
。

日
時

11
月
８
日（
土
）

午
後
７
時
30
分
〜

定
員

30
人

費
用

４
０
０
円

持
ち
物

懐
中
電
灯

服
装

十
分
温
か
い
防
寒
着
を
着
用

し
て
く
だ
さ
い
。

3

人
権
啓
発
標
語
・
ポ
ス
タ
ー

コ
ン
ク
ー
ル
作
品
展

千
早
赤
阪
村
立
郷
土
資
料
館
で
は
、

12
月
７
日（
日
）ま
で
特
別
展
「
南
河

内
の
貿
易
陶
磁
器
」
を
開
催
し
て
い

ま
す
。
村
で
出
土
し
た
貿
易
陶
磁
器

（
輸
入
さ
れ
た
陶
磁
器
）
を
は
じ
め
、

南
河
内
で
出
土
し
た
貿
易
陶
磁
器
も

展
示
し
て
い
ま
す
。

日
時10

月
28
日（
火
）〜
12
月
７
日（
日
）

午
前
９
時
〜
午
後
５
時
（
入
館
は

午
後
４
時
30
分
ま
で
）

休
館
日
は
毎
週
月
曜
日
（
た
だ
し

月
曜
が
祝
日
の
場
合
は
開
館
、
翌

日
が
休
館
）

入
館
料

大
人
２
０
０
円
、
小
人
１
０
０
円

〈
問
い
合
わ
せ
〉

社
会
教
育
課
　
1
&2
１
３
０
０

「
育
て
よ
う
一
人
ひ
と
り
の
人
権

意
識
」
を
テ
ー
マ
に
、
人
権
意
識
の

高
揚
と
差
別
の
な
い
明
る
い
村
づ
く

り
を
進
め
、
村
民
一
人
ひ
と
り
が
人

権
問
題
を
自
ら
の
課
題
と
し
て
捉
え

て
募
集
し
た
啓
発
作
品
を
展
示
し
ま

す
。

期
間

12
月
２
日（
火
）〜
11
日（
木
）

場
所

く
す
の
き
ホ
ー
ル
展
示
ギ
ャ

ラ
リ
ー

〈
問
い
合
わ
せ
〉
住
民
課

日
時

12
月
１
日（
月
）

午
後
１
時
30
分
〜
３
時
30
分

場
所

ノ
バ
テ
ィ
な
が
の
南
館
３
階

多
目
的
ホ
ー
ル

内
容

レ
ク
レ
ー
シ
ョ
ン
指
導
員
に

よ
る
遊
び
「
楽
し
く
遊
ん
で

リ
フ
レ
ッ
シ
ュ
」

対
象

特
定
疾
患
受
給
者
証
お
よ
び

登
録
者
証
を
お
持
ち
の
人

〈
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
〉

大
阪
府
富
田
林
保
健
所

1
@3
２
６
８
１
　
5
@4
７
９
４
０

犬
に
よ
る
危
害
の
防
止
、
環
境
の

保
全
並
び
に
犬
に
関
す
る
知
識
の
普

及
、
し
つ
け
方
な
ど
の
講
習
を
通
じ

て
「
人
と
犬
と
の
共
生
」
を
目
指
す

こ
と
を
目
的
に
講
習
会
を
開
催
し
ま

す
。

日
時

平
成
21
年
１
月
11
日（
日
）

午
後
１
時
30
分
〜
４
時
30
分

場
所

富
田
林
保
健
所

内
容
・
講
習

犬
の
飼
い
主
の
責
務
、

犬
の
飼
い
方
し
つ
け
方

※
モ
デ
ル
犬
に
よ
る
実
習
含
む
。

対
象富

田
林
保
健
所
管
内
在
住
者
の
人

定
員

50
人（
11
月
17
日
よ
り
受
付
開

始
、定
員
に
な
り
次
第
締
め
切
り
）

費
用

無
料

※
な
お
、
犬
を
使
っ
て
の
実
習
は
行

い
ま
せ
ん
の
で
、
犬
を
連
れ
て
の

来
場
は
遠
慮
し
て
く
だ
さ
い
。

〈
問
い
合
わ
せ
・
申
し
込
み
〉

富
田
林
保
健
所
　
1
@3
２
６
８
１

〜
太
平
記
の
里
を
訪
ね
て
楠
公
遺
跡

を
め
ぐ
る
〜

日
時

11
月
23
日（
祝
）

午
前
９
時
集
合

集
合
場
所

く
す
の
き
ホ
ー
ル
駐
車
場

コ
ー
ス

く
す
の
き
ホ
ー
ル
〜
産
湯

の
井
戸
〜
奉
建
塔
〜
建
水
分
神
社

（
昼
食
）
〜
上
赤
阪
城
跡
（
徒
歩

散
策
約
6.5
d
）
〜
桐
山
集
落
〜
郷

土
資
料
館
〜
駐
車
場
解
散

定
員

２
０
０
人
（
定
員
に
な
り
次

第
締
切
）

費
用

無
料
（
弁
当
お
よ
び
水
筒
は

各
自
で
持
参
）

※
豚
汁
の
サ
ー
ビ
ス
が
あ
り
ま
す
。

申
込
方
法
　
住
所
・
氏
名
（
参
加
者

全
員
）
・
年
齢
・
人
数
・
電
話
番

号
・
Ｆ
Ａ
Ｘ
番
号
・
交
通
手
段
を

明
記
の
う
え
、
左
記
宛
先
ま
で
、

は
が
き
ま
た
は
Ｆ
Ａ
Ｘ
で
申
し
込

ん
で
く
だ
さ
い
。

〈
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
〉

〒
５
８
４
―
０
０
１
２
　

富
田
林
市
粟
ケ
池
町
２
９
６
９
―
５

富
田
林
ラ
イ
オ
ン
ズ
ク
ラ
ブ

1
@4
６
３
５
０
　

5
@4
４
５
０
０

千
早
赤
阪
村
立
郷
土
資
料
館

特
別
展
の
案
内

難
病
患
者
・
家
族
交
流
会

犬
の
し
つ
け
方
・
飼
い
方

教
室
の
開
催

第
７
回
「
近
つ
飛
鳥
と

自
然
に
親
し
む
会
」



4

歳　入 
2,768,401,744円 
総人口　6,485人 
426,893円 

人 

村税 
675,178,096円 
24.4%

地方譲与税 
26,298,000円　1.0%

利子割交付金 
6,331,000円　0.2%

配当割交付金 
5,615,000円　0.2%

株式等譲渡所得割交付金 
3.380,000円　0.1% 

 
地方消費税交付金 

54,988,000円　2.0%

ゴルフ場利用税交付金 
23,568,846円　0.9%

自動車取得税交付金 
22,644,000円　0.8% 

 
地方特例交付金 

3,714,000円　0.1%

地方交付税 
1,011,621,000円 

36.5%

村債 
269,780,000円 9.7%

諸収入 
45,586,272円 1.7%

繰越金 
64,593,930円 2.3% 
 繰入金 
239,221,037円 8.6%

財産収入 
1,642,732円 0.1% 
 府支出金 
187,188,613円 6.8%

国庫支出金 
80,998,258円 2.9%

使用料及び手数料 
27,468,330円 1.0%

分担金及び負担金 
17,257,630円 0.6%

交通安全対策特別交付金 
1,327,000円 0.1% 
 

平
成
19
年
度
の
決
算
を
お
知
ら
せ
し
ま
す

一
般
会
計
と
５
つ
の
特
別
会
計
を
合
わ
せ
た
決
算
総
額
は
、
歳
入
が
51
億
３
千
３
４
５
万
円
、

歳
出
が
50
億
５
千
５
７
万
円
と
な
り
ま
し
た
。

歳
入
は
、
村
債
（
退
職
手
当
債
）
の
発
行
や
府
市

町
村
振
興
補
助
金
、
地
方
交
付
税
が
増
え
た
こ
と
に

よ
り
、
前
年
度
に
比
べ
て
３
億
５
千
８
５
９
万
円

（
14
・
９
％
）
増
の
27
億
６
千
８
４
０
万
円
と
な
り

ま
し
た
。

歳
出
は
、
退
職
金
や
建
設
事
業
費
の
増
、
電
算
シ

ス
テ
ム
の
更
新
な
ど
に
よ
り
、
前
年
度
に
比
べ
て
３

億
５
千
４
２
９
万
円
（
15
・
１
％
）
増
の
26
億
９
千

９
５
１
万
円
と
な
り
ま
し
た
。

結
果
、
差
引
額
は
６
千
８
８
９
万
円
と
な
り
、
見

か
け
上
は
黒
字
の
よ
う
に
見
え
ま
す
が
、
歳
入
の
中

に
は
繰
入
金
（
基
金
か
ら
の
取
崩
し
）
が
含
ま
れ
て

い
る
た
め
、
実
際
に
は
４
６
１
万
円
の
赤
字
と
な
っ

て
い
ま
す
。

住
民
情
報
系
電
算
シ
ス
テ
ム
更
新

５
千
９
１
７
万
円

後
期
高
齢
者
医
療
シ
ス
テ
ム
導
入

２
千
９
１
万
円

国
民
健
康
保
険
診
療
所
会
計
繰
出
し
３
千
２
３
２
万
円

一
般
会
計
決
算
状
況

平
成
19
年
度
の
主
な
事
業

一般会計決算状況

会 計 別 歳 入 歳 出 決 算 状 況

区　分
歳　入 歳　出 差引額 実質収支額

会計別

一般会計 27億6,840万円 26億9,951万円 6,889万円 6,889万円

国民健康
事業勘定 7億1,637万円 7億43万円 1,594万円 1,594万円

保険
施設勘定 4,879万円 4,856万円 23万円 23万円

特別会計 老人保健 7億6,508万円 7億6,386万円 122万円 122万円

介護保険 5億715万円 4億9,846万円 869万円 869万円

下水道事業 1億9,274万円 1億9,274万円 0万円 0万円

金剛山観光事業 1億3,492万円 1億4,701万円 ▲1,209万円 ▲1,209万円

合　　計 51億3,345万円 50億5,057万円 8,288万円 8,288万円
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人件費 
802,488,073円 
29.7%

物件費 
522,104,486円 
19.4%

維持補修費 
4,501,583円　0.2%扶助費　154,776,666円　5.7%

補助費等 
209,520,666円　7.8%

普通建設事業費 
111,241,549円  4.1%

災害復旧事業費 
15,345,020円  0.6%

公債費 
340,934,438円 
12.6%

積立金 
165,720,860円 
6.1%

繰出金 
372,873,374円 
13.8% 
 

歳　出 
2,699,506,715円 
416,269円 

人 

歳　出 
2,699,506,715円 
416,269円 

人 

災害復旧費　15,345,020円　0.6%
議会費 
80,097,200円　3.0%

総務費 
666,388,009円 
24.7%

民生費 
529,466,088円 
19.6%

衛生費 
251,427,591円　9.3%農林水産業費 

61,777,767円　2.3%

商工費 
64,769,342円　2.4%

土木費 
171,272,975円 
6.3%

消防費 
140,266,452円 
5.2%

教育費 
377,761,833円 
14.0%

公債費 
340,934,438円 
12.6% 
 

歳
出
に
つ
い
て
は
、「
元
気
プ
ラ
ン
」
に
基
づ
き
、

着
実
に
削
減
を
進
め
て
い
る
と
こ
ろ
で
す
。
一
方
、

歳
入
に
つ
い
て
は
、
平
成
19
年
度
で
は
増
と
な
り
ま

し
た
が
、
こ
れ
は
歳
出
の
増
に
伴
う
一
時
的
な
も
の

で
あ
り
、
今
後
、
国
が
進
め
る
構
造
改
革
や
府
の
財

政
再
建
プ
ロ
グ
ラ
ム
な
ど
の
影
響
に
よ
り
、
地
方
交

付
税
や
補
助
金
な
ど
が
削
減
さ
れ
た
場
合
、
更
な
る

健
全
化
に
取
り
組
む
必
要
が
あ
り
ま
す
。

財
　
産
　
の
　
状
　
況

今
後
の
財
政
見
通
し

性　質　別 科　目　別

0

1億 

2億 

3億 

4億 

5億 

6億 

26億 

27億 

28億 

29億 

30億 

31億 

32億 

33億 

 16年度末  17年度末  18年度末  19年度末  20年度末 
（見込み） 

【基金残高と村債残高の推移】 

29億 
9,840万円5億6,333万円

4億6,525万円 
3億7,133万円 

2億9,783万円 

1億1,662万円 

31億 
2,891万円 32億 

4,235万円 

31億 
7,811万円

31億 
6,610万円

29億 
9,840万円5億6,333万円

4億6,525万円 
3億7,133万円 

2億9,783万円 

1億1,662万円 

31億 
2,891万円 32億 

4,235万円 

31億 
7,811万円

31億 
6,610万円

積立金  　　　地方債 

中
山
間
地
域
総
合
整
備
事
業
（
ほ
場
整
備
や
東
屋
、

遊
歩
道
の
設
置
な
ど
）

１
千
７
９
万
円

村
道
大
森
東
西
線
、
南
北
線
新
設
工
事

２
千
８
５
１
万
円

赤
阪
小
学
校
耐
震
診
断
お
よ
び
耐
震
補
強
設
計

１
千
７
６
０
万
円

農
業
用
施
設
等
災
害
復
旧
事
業
　
１
千
５
３
５
万
円

基
金
（
貯
金
）
は
、
収
支
不
足
を
補
う
た
め
に
一

部
取
り
崩
し
ま
し
た
の
で
、
前
年
度
に
比
べ
て
７
千

３
５
０
万
円
減
の
２
億
９
千
７
８
３
万
円
と
な
り
ま

し
た
。

村
債
（
借
入
金
）
は
、
新
規
に
２
億
６
千
９
７
８

万
円
を
借
り
入
れ
た
の
に
対
し
、
元
金
を
２
億
８
千

１
７
９
万
円
償
還
し
ま
し
た
の
で
、
前
年
度
に
比
べ

て
１
千
２
０
１
万
円
減
の
31
億
６
千
６
１
０
万
円
と

な
り
ま
し
た
。
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介　護　保　険

＝ 特別会計の決算状況 ＝＝ 水道事業会計決算状況 ＝
１．収益的収支（消費税抜き）
収益は、１億4 ,345万円（対前年度比

4.4％減）でした。主なものは水道料金な
どで１億3,240万円となっています。
費用は、１億4,062万7千円（対前年度比

6.5％増）でした。主な内訳は、原水および
浄水費で2,521万円（対前年度比15.2％増）、
総係費で3,814万5千円（対前年度比4.4％増）
です。
この結果、本年度は282万３千円の純利

益となりましたが、年度末累積欠損金296

万８千円は翌年度に繰り越しました。

２．資本的収支（消費税込）
主な事業は、老朽管更新工事や企業債の

繰上償還などです。
収支差引での不足額9,349万７千円は、

過年度分損益勘定留保資金などで補てんし
ました。

３．企業債年度末残高

４．業務状況

５．水源依存率

「
地
方
公
共
団
体
の
財
政
の
健
全
化
に
関
す
る
法

律
」
に
よ
り
、
村
の
財
政
状
況
を
客
観
的
に
表
し
、

財
政
の
早
期
健
全
化
や
再
生
の
必
要
性
を
判
断
す
る

も
の
と
し
て
、「
健
全
化
判
断
比
率
」
お
よ
び
「
資

金
不
足
比
率
」
を
公
表
し
ま
す
。

各
比
率
の
う
ち
、
い
ず
れ
か
が
早
期
健
全
化
（
財

政
再
生
）
基
準
を
超
え
る
と
財
政
健
全
化
（
財
政
再

生
）
計
画
の
策
定
や
外
部
監
査
な
ど
が
義
務
付
け
ら

れ
ま
す
。
詳
し
く
は
村
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
掲
載
し
て

い
ま
す
。 財

　
政
　
指
　
標

■健全化判断比率

■資金不足比率

曳索平衡索取替工事および電
気設備更新工事を行いました。

¡金剛山ロープウェイ
運転回数 7,673回
輸送人数 13万3,042人

¡香楠荘
定員 53人
宿泊者数 3,746人
村債（借入金）残高

3,100万円

金剛山観光事業

国民健康保険

受給者数 862人

医療費 ７億4,733万円

（１人当たり医療費 866,968円）

水分・二河原辺・小吹地区の一
部で、汚水管渠布設工事などを
実施し、3.40haの面整備事業を
行ないました。
下水道普及率 70.9％
村債（借入金）残高

14億1,110万円

老　人　保　健

下 水 道 事 業

早期健全 財政再生
千早赤阪村

化 基 準 基　　準

実質赤字比率 － 15％ 20％

連結実質赤字比率 － 20％ 40％

実質公債費比率 16.8％ 25％ 35％

将来負担比率 160.9％ 350％

千早赤阪村 経営健全化基準
水道事業会計 －

下水道事業特別会計 － 20％

金剛山観光事業特別会計 8.4％

水　道　事　業　収　益 1 4 3 ,4 5 0千円
水　道　事　業　費　用 1 4 0 ,6 2 7千円
平成 19年度純利益 2 ,8 2 3千円

収　　　　　　　　入 1 5 ,9 5 6千円
支　　　　　　　　出 1 0 9 ,4 5 3千円
収 支 差 引 不 足 額 93,497千円

給　　水　　人　　口 6 ,4 6 8人
給　　水　　戸　　数 2 ,4 1 8戸
年　間　総　配　水　量 7 6 7 ,1 2 3k
年 間 総 有 収 水 量 6 9 9 ,2 7 2k

平成20年３月末現在 5 6 7 ,8 7 1千円

富田林市水 15,737K （2.0％） 
大阪府営水 156,990K（20.5％） 

水源依存率 
自己水  594,396K 
（77.5％） 

被保険者数 1,769人
居宅サービス給付費

１億7,385万円
施設サービス給付費

２億402万円
地域密着型サービス給付費

3,529万円
居宅サービス計画給付費

1,982万円
住宅改修費 413万円
福祉用具購入費 82万円
特定入所者サービス費

1,687万円
高額サービス費 735万円
給付費合計 ４億6,215万円

加入世帯　 1,311世帯
被保険者 2,596人
保険料 ２億491万円
（１人当たり保険料　78,933円）
医療費 53,708万円
被保険者 1,986人
（国民健康保険の老人保健受給
者を除く）
（１人当たり医療費　270,433円）

診療所受診者数 4,063人
村債（借入金）残高

８千815万円

※比率が算定されないところは「－（該当なし）」で表示しています。



教
員
免
許
状
に
10
年
間
の
有
効
期

限
が
定
め
ら
れ
、
免
許
状
を
更
新
す

る
に
は
、
大
学
な
ど
で
開
設
さ
れ
る

更
新
講
習
を
受
講
・
終
了
す
る
こ
と

が
必
要
と
な
り
ま
す
。

こ
れ
ま
で
に
免
許
状
を
授
与
さ
れ

た
人
に
つ
い
て
は
、
受
講
・
終
了
す

べ
き
期
限
は
、
各
自
の
生
年
月
日
な

ど
に
よ
り
定
め
ら
れ
て
い
ま
す
。
教

職
に
就
い
て
い
な
い
場
合
に
は
、
更

新
講
習
を
受
講
・
終
了
し
な
く
て
も

免
許
状
は
失
効
し
ま
せ
ん
。

教
員
免
許
更
新
制
に
関
す
る
詳
し

い
内
容
は
、
文
部
科
学
省
、
大
阪
府

教
育
委
員
会
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
掲

載
さ
れ
て
い
ま
す
の
で
確
認
し
て
く

だ
さ
い
。

文
部
科
学
省
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

http://w
w
w
.m
ext.go.jp/

大
阪
府
教
育
委
員
会
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

http://w
w
w
.pref.osaka.jp/

http:kyoshokuin/koushinsei/

〈
問
い
合
わ
せ
〉

大
阪
府
教
育
委
員
会
教
職
員
企
画
課

1
06（
６
９
４
４
）６
１
８
０

平
成
21
年
１
月
か
ら
、
排
ガ
ス
基

準
を
満
た
さ
な
い
ト
ラ
ッ
ク
、
バ
ス

な
ど
は
府
域
の
対
策
地
域
を
発
着
す

る
こ
と
が
で
き
な
い
運
行
規
制
が
開

始
さ
れ
ま
す
。

対
策
地
域
を
発
着
す
る
こ
と
が
で

き
る
自
動
車
に
は
ス
テ
ッ
カ
ー
の
表

示
が
必
要
と
な
り
ま
す
の
で
、
そ
の

交
付
請
求
を
し
て
く
だ
さ
い
。

交
付
の
請
求
方
法
は
大
阪
府
の
環

境
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
あ
る
〝
エ
コ
ギ

ャ
ラ
リ
ー
〞
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

〈
問
い
合
わ
せ
〉

大
阪
府
環
境
農
林
水
産
部

環
境
管
理
室
交
通
環
境
課

1
06（
６
９
４
４
）９
２
５
１

家
庭
か
ら
出
る
ご
み
の
約
１
／
３

は
台
所
か
ら
発
生
す
る
生
ご
み
な
ど

で
す
。
コ
ン
ポ
ス
ト
（
生
ご
み
堆
肥

化
容
器
）
で
ご
み
の
減
量
化
を
図
り

ま
せ
ん
か
。

希
望
者
に
コ
ン
ポ
ス
ト
を
無
料
で

貸
し
出
し
ま
す
。

希
望
の
人
は
住
民
課
環
境
衛
生
係

ま
で
電
話
で
問
い
合
わ
せ
て
く
だ
さ

い
。な

お
、
こ
の
貸
与
事
業
は
本
年
度

で
終
了
し
ま
す
。

受
付
期
間

12
月
15
日（
月
）ま
で

貸
与
数

10
基
（
先
着
順
）

※
発
酵
促
進
剤
は
配
付
し
ま
せ
ん
。

〈
問
い
合
わ
せ
〉
住
民
課

宅
地
建
物
取
引
な
ど
、
さ
ま
ざ
ま

な
場
で
同
和
問
題
を
は
じ
め
外
国
人
、

障
が
い
者
、
高
齢
者
、
女
性
な
ど
の

人
権
に
関
わ
る
問
題
が
発
生
し
て
い

ま
す
。

す
べ
て
の
人
の
人
権
が
尊
重
さ
れ

る
ま
ち
を
、
私
た
ち
み
ん
な
の
力
で

築
き
ま
し
ょ
う
。

不
動
産
取
引
に
か
か
わ
る
人
権
問

題
は
相
談
し
て
く
だ
さ
い
。

〈
問
い
合
わ
せ
〉

大
阪
府
住
宅
ま
ち
づ
く
り
部
建
築

振
興
課
宅
建
業
指
導
グ
ル
ー
プ

1
06（
６
９
４
１
）９
３
４
３

11
月
は
、
大
阪
府
産
業
廃
棄
物
不

適
正
処
理
防
止
推
進
強
化
月
間
で
す
。

府
内
で
は
、
土
地
の
所
有
者
・
管

理
者
が
土
地
の
管
理
を
怠
っ
た
り
、

安
易
に
土
地
を
賃
貸
し
た
結
果
、
産

業
廃
棄
物
の
不
適
正
処
理
（
不
法
投

棄
な
ど
）
に
利
用
さ
れ
、
周
り
の
生

活
環
境
に
大
き
な
支
障
を
及
ぼ
す
こ

と
と
な
っ
て
い
る
事
例
が
数
多
く
発

生
し
て
い
ま
す
。
こ
の
よ
う
な
事
態

に
な
ら
な
い
よ
う
、
特
に
道
路
沿
い

の
土
地
の
所
有
者
は
土
地
の
状
況
を

定
期
的
に
監
視
す
る
な
ど
、
管
理
を

徹
底
し
ま
し
ょ
う
。

ま
た
、土
地
を
賃
貸
す
る
と
き
は
、

使
用
用
途
を
十
分
に
確
認
し
、
書
面

で
契
約
を
結
ぶ
よ
う
に
し
ま
し
ょ
う
。

廃
棄
物
の
不
適
正
処
理
根
絶
に
向

け
、
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

〈
問
い
合
わ
せ
〉

大
阪
府
産
業
廃
棄
物
指
導
課

建
設
廃
棄
物
指
導
グ
ル
ー
プ

1
06（
６
９
４
１
）０
３
５
１（
代
表
）

南
河
内
清
掃
施
設
組
合
で
は
、
残

滓
運
搬
業
務
委
託
の
制
限
付
き
一
般

競
争
入
札
を
行
い
ま
す
。
参
加
資
格

申
請
は
、
組
合
第
１
清
掃
工
場
に
て

配
付
の
提
出
要
領
に
基
づ
き
作
成
し

て
く
だ
さ
い
。

受
付

11
月
４
日（
火
）〜
19
日（
水
）

（
土
日
・
祝
日
を
除
く
午
前
９
時

30
分
〜
正
午
・
午
後
１
時
〜
５
時
）

※
要
件
と
し
て
組
合
構
成
市
町
村

（
堺
市
は
美
原
区
に
限
る
）
に
事

務
所
な
ど
を
設
置
し
て
い
る
こ
と

が
条
件
で
す
。
ま
た
、
そ
の
他
の

条
件
は
提
出
要
領
を
参
照
し
て
く

だ
さ
い
。
な
お
、
提
出
要
領
は
組

合
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら
の
ダ
ウ
ン

ロ
ー
ド
も
可
能
で
す
。http://w

w
w
.

m
inam
ikaw
atiseisousisetu.or.jp/

〈
問
い
合
わ
せ
〉

組
合
総
務
室
　
1
#3
６
５
８
４

来
年
の
確
定
申
告
相
談
会
場
は
、

富
田
林
税
務
署
庁
舎
か
ら
「
す
ば
る

ホ
ー
ル
４
階
銀
河
の
間
」
に
変
わ
り

ま
す
。

献
　
血

健
康
な
血
液
が
支
え
る
貴
い
生
命
。

患
者
さ
ん
の
生
命
を
守
る
の
は
、
献

血
か
ら
生
ま
れ
る
愛
の
贈
り
物
。
あ

な
た
の
勇
気
が
大
き
な
力
と
な
っ
て

人
の
命
を
救
い
ま
す
。

医
療
機
関
で
は
、
毎
日
一
定
量
の

新
鮮
な
輸
血
用
血
液
を
必
要
と
し
て

い
ま
す
。
ご
近
所
お
誘
い
の
う
え
、

献
血
に
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

日
程

11
月
17
日（
月
）

○
小
吹
台
連
絡
所
前

午
前
10
時
〜
正
午

○
保
健
セ
ン
タ
ー
前

午
後
１
時
30
分
〜
４
時
30
分

〈
問
い
合
わ
せ
〉

千
早
赤
阪
村
社
会
福
祉
協
議
会

1
&2
０
２
９
４

7

ト
ラ
ッ
ク
・
バ
ス
な
ど
の
流
入
車

規
制
適
合
車
標
章（
ス
テ
ッ
カ
ー
）

の
交
付
請
求
に
つ
い
て

平
成
21
年
４
月
１
日
か

ら
教
員
免
許
更
新
制
度

が
始
ま
り
ま
す
！

生
ご
み
コ
ン
ポ
ス
ト

貸
与
し
ま
す

産
業
廃
棄
物
不
適
正
処
理

防
止
推
進
月
間

南
河
内
清
掃
施
設
組
合

か
ら
の
お
知
ら
せ

も
う
や
め
へ
ん
？

住
ま
い
の
差
別

富
田
林
税
務
署
か
ら
の

お
知
ら
せ

社
会
福
祉
協
議
会
か
ら

お
知
ら
せ



昨
年
、「
地
方
公
共
団
体
財
政
健

全
化
法
」
が
成
立
し
、
地
方
公
共
団

体
の
新
し
い
財
政
再
建
制
度
が
整
備

さ
れ
ま
し
た
。

こ
れ
ま
で
は
、
一
般
会
計
の
赤
字

比
率
が
一
定
基
準
を
超
え
る
と
「
財

政
再
建
団
体
」
と
な
り
ま
し
た
が
、

新
し
い
制
度
は
、
健
全
化
の
過
程
に

「
早
期
健
全
化
」「
財
政
再
生
」
の
二

段
階
の
枠
組
み
が
定
め
ら
れ
ま
し
た
。

各
段
階
の
判
断
指
標
と
し
て
新
た

な
財
政
指
標
が
導
入
さ
れ
、
そ
の
指

標
が
基
準
以
上
に
な
る
と
財
政
「
健

全
化
計
画
」「
再
生
計
画
」
の
策
定

が
義
務
づ
け
ら
れ
る
こ
と
に
な
り
ま

し
た
。

健
全
化
を
判
断
す
る
指
標
と
し
て
、

次
の
四
つ
の
比
率
が
規
定
さ
れ
て
い

ま
す
。

①
実
質
赤
字
比
率

普
通
会
計
（
注
１
）
の
赤
字
比
率

②
連
結
実
質
赤
字
比
率

全
会
計
を
連
結
し
た
赤
字
比
率

③
実
質
公
債
費
比
率

全
会
計
の
地
方
債
の
負
担
比
率

④
将
来
負
担
比
率

全
会
計
の
地
方
債
の
元
利
償
還
額
、

退
職
手
当
支
給
予
定
額
の
負
担
比
率

な
お
、
企
業
会
計
（
注
２
）
に
つ

い
て
は
、
別
に
「
資
金
不
足
比
率

（
事
業
の
規
模
に
対
す
る
資
金
不
足

額
）」
が
規
定
さ
れ
ま
し
た
。

こ
の
制
度
は
、
19
年
度
決
算
か
ら

指
標
が
公
表
さ
れ
、
財
政
「
健
全
化

計
画
」「
再
生
計
画
」
の
策
定
は
20

年
度
決
算
か
ら
義
務
づ
け
ら
れ
ま
す
。

本
村
の
19
年
度
決
算
の
そ
れ
ぞ
れ

の
指
標
は
右
の
表
の
と
お
り
で
、
財

政
健
全
化
基
準
を
超
え
る
レ
ベ
ル
に

は
至
っ
て
い
ま
せ
ん
。

（
注
１
）
一
般
会
計

（
注
２
）
下
水
道
事
業
会
計
、
金
剛
山
観
光

事
業
会
計
、
水
道
事
業
会
計
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議
会
だ
よ
り

議
会
だ
よ
り 

議
会
だ
よ
り

議
会
だ
よ
り 

議
会
だ
よ
り

議
会
だ
よ
り 

議
会
だ
よ
り 

－ 編集 － 

議 会 広 報 
編集委員会 

第
86
号

9
月
定
例
会
の
あ
ら
ま
し

平
成
20
年
９
月
の
千
早
赤
阪
村
議
会
定
例
会
（
第
３
回
）
は
９
月

11
日
に
開
会
し
、
継
続
審
査
と
な
っ
て
い
た
請
願
の
採
決
や
条
例
改

正
、
補
正
予
算
、
平
成
19
年
度
決
算
、
意
見
書
な
ど
計
22
議
案
が
提

案
さ
れ
、
そ
れ
ぞ
れ
可
決
・
認
定
し
、
26
日
の
一
般
質
問
を
も
っ
て

閉
会
し
ま
し
た
。

村

の

財

政

指

標

■ 平成19年度健全化判断比率 （単位：％）■ 平成19年度
資金不足比率 （単位：％）実質赤字 連結実質 実質公債 将来負担

比　　率 赤字比率 費 比 率 比　　率

― ― 16.8 160.9
（15.00） （20.00） （25.0） （350.0）

※上段は村の比率、下段の（ ）内は早期健全化基
準

備考 実質赤字額又は連結実質赤字額がない場合及
び実質公債比率又は将来負担比率、資金不足
比率が算定されない場合は「－」と記載。

※上段は村の比率、下段の（ ）
内は経営健全化基準

特別会計の名称
資金不足
比　　率

水　道　会　計
―

（20.0）
下 水 道 事 業 ―
特　別　会　計 （20.0）
金 剛 山 観 光 8.4
事業特別会計 （20.0）

合
併
に
つ
い
て
住
民
ア
ン
ケ
ー
ト
を
求
め
る
請
願

不
採
択

意
　
　
　
見
　
　
　
書

全
員
協
議
会
報
告

９
月
定
例
会
で
は
、
次
の
意
見
書
を
全
会
一
致
で
可
決
し
、
内
閣
総
理
大
臣

を
は
じ
め
関
係
大
臣
に
提
出
し
ま
し
た
。

全
員
協
議
会
が
９
月
18
日
に
開
催
さ
れ
、
行
政
か
ら
そ
れ
ぞ
れ
の
案
件
に
つ

い
て
説
明
、
報
告
が
あ
り
ま
し
た
。

▼
学
校
施
設
の
耐
震
化
を
求
め
る
意
見
書

▼
携
帯
電
話
リ
サ
イ
ク
ル
の
推
進
を
求
め
る
意
見
書

▼
行
財
政
改
革
実
施
計
画
の
進
捗
状

況
の
件

平
成
18
年
３
月
に
、
行
財
政
改
革

実
施
計
画
〈
集
中
改
革
プ
ラ
ン
〉
を

策
定
し
た
が
、
平
成
19
年
度
の
取
り

組
み
実
績
と
更
な
る
行
財
政
改
革
を

推
進
す
る
旨
、
報
告
が
あ
っ
た
。

▼
大
阪
ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム
構
想
の
件

趣
旨
は
、
府
内
各
地
に
あ
る
魅
力

的
な
資
源
を
発
掘
ま
た
は
再
発
見
し
、

大
阪
の
魅
力
を
高
め
、
府
内
外
へ
情

報
を
発
信
し
て
い
く
こ
と
に
あ
る
。

村
は
「
心
が
癒
さ
れ
る
棚
田
」
を

大
阪
府
に
申
請
す
る
。

▼
村
北
西
部
土
地
利
用
構
想
の
中
間

報
告
の
件

村
北
西
部
は「
農
業
保
全
ゾ
ー
ン
」

と
「
土
地
利
用
転
換
ゾ
ー
ン
」
の
２

つ
に
大
別
さ
れ
る
。
本
構
想
を
推
進

す
る
に
は
、
都
市
計
画
マ
ス
タ
ー
プ

ラ
ン
等
の
見
直
し
が
必
要
と
な
る
。

▼
府
財
政
再
建
プ
ロ
グ
ラ
ム（
案
）に

よ
る
都
市
基
盤
施
設
整
備
へ
の
影

響
の
件

平
成
20
年
度
〜
平
成
22
年
度
ま
で
、

国
道
３
０
９
号
〈
河
南
赤
阪
バ
イ
パ

ス
〉
の
工
事
が
一
時
休
止
と
な
る
。

以
上
、
各
案
件
に
つ
い
て
活
発
な

意
見
の
交
換
が
あ
り
ま
し
た
。

平
成
20
年
６
月
定
例
会
で
合
併
問
題
調
査
特
別
委
員
会
に
付
託
し
、
継
続
審

査
と
な
っ
て
い
ま
し
た
請
願
を
８
月
27
日
の
特
別
委
員
会
で
審
査
し
、
９
月
定

例
会
初
日
に
採
決
し
ま
し
た
。

採
決
の
結
果
、
賛
成
２
名
、
反
対
６
名
と
な
り
不
採
択
と
決
し
ま
し
た
。



大
阪
府
教
育
委
員
会
は
府
下
市

町
村
に
、
学
力
調
査
結
果
の
公
表
の

指
示
を
し
た
。

村
は
こ
れ
を
受
け
て
、
結
果
の
公

表
を
さ
れ
た
い
。

文
部
科
学
省
は
、
調
査
結
果
の

公
表
に
つ
い
て
は
、
序
列
化
や
過
度

の
競
争
に
つ
な
が
ら
な
い
よ
う
、
十

分
配
慮
し
て
取
り
扱
う
も
の
と
し
て

い
る
。
村
教
育
委
員
会
も
こ
の
考
え

方
を
重
視
し
て
い
る
。

た
だ
し
、
府
教
委
よ
り
、
地
域
で

子
ど
も
た
ち
を
育
て
る
観
点
か
ら
保

護
者
、
地
域
住
民
に
対
す
る
説
明
責

任
を
果
た
す
一
つ
と
し
て
、
結
果
を

公
表
す
る
よ
う
に
と
要
請
が
あ
っ
た
。

村
教
育
委
員
会
も
、
教
育
を
進
め

る
上
で
保
護
者
、
地
域
と
の
連
携
は

欠
く
こ
と
の
で
き
な
い
も
の
と
認
識

し
て
い
る
。

以
上
、
文
科
省
の
通
達
、
大
阪
府

の
要
請
を
踏
ま
え
て
、
公
表
の
あ
り

方
を
現
在
検
討
し
て
い
る
。
最
終
的

に
は
、
村
教
育
委
員
の
会
議
に
お
い

て
議
論
い
た
だ
き
判
断
し
た
い
。

松
本
村
長
は
２
期
目
の
村
長
選

挙
に
立
候
補
さ
れ
、
本
年
７
月
１
日

の
出
陣
式
で
「
村
内
施
設
は
全
部
残

す
。
ま
た
、
住
民
サ
ー
ビ
ス
は
絶
対

に
低
下
さ
せ
ま
せ
ん
」
と
選
挙
公
約

を
さ
れ
た
が
、守
ら
れ
る
の
か
伺
う
。

住
民
サ
ー
ビ
ス
に
つ
い
て
は
、

原
則
と
し
て
河
内
長
野
市
の
サ
ー
ビ

ス
水
準
に
合
わ
せ
る
事
に
な
る
。

私
は
合
併
に
つ
い
て
は
不
退
転
の

覚
悟
で
取
り
組
む
つ
も
り
で
あ
る
が
、

そ
の
決
意
が
思
い
余
っ
て
ち
ょ
っ
と

先
走
り
す
ぎ
た
こ
と
が
あ
っ
た
こ
と

は
反
省
し
て
い
る
。

議
員
の
質
問
は
合
併
協
議
に
際
し

て
、「
市
の
一
地
域
と
な
る
」
と
い

う
合
併
協
議
を
し
て
ほ
し
い
と
い
う

叱
咤
激
励
で
あ
る
と
考
え
て
い
る
。
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いっぱん質問  い っ ぱ ん 質 問  い っ ぱ ん 質 問  い っ ぱ ん 質 問  

９月定例会では、８人の議員が一般質問を行いました。
内容（500字以内）は、質問した議員の責任で作成したものです。

清
井
議
員

全
国
学
力
調
査
結
果
の
公
表
を

全
国
学
力
調
査
結
果
の
公
表
を

本
区
間
は
以
前
よ
り
、
路
面
に

亀
裂
が
生
じ
て
お
り
、
年
々
こ
れ
が

進
ん
で
い
る
。

早
急
に
原
因
調
査
と
安
全
対
策
を

講
じ
ら
れ
た
い
。

村
道
改
修
に
つ
い
て
は
十
分
な

工
法
検
討
が
必
要
で
あ
る
。

で
き
る
だ
け
早
期
に
改
修
工
事
を

進
め
る
。

村
道
上
東
阪
線
（
阪
本
橋
付
近
）

の
安
全
対
策
を

村
道
上
東
阪
線
（
阪
本
橋
付
近
）

の
安
全
対
策
を

田
中
議
員

合
併
後
の
選
挙
公
約
は

必
ず
守
っ
て
ほ
し
い

合
併
後
の
選
挙
公
約
は

必
ず
守
っ
て
ほ
し
い

赤
阪
小
学
校
の
耐
震
化
工
事
に
併
せ
て

ト
イ
レ
棟
の
改
修
は
で
き
な
い
か

赤
阪
小
学
校
の
耐
震
化
工
事
に
併
せ
て

ト
イ
レ
棟
の
改
修
は
で
き
な
い
か

児
童
用
ト
イ
レ
棟
と
体
育
倉
庫

は
老
朽
化
が
激
し
く
、
便
器
も
破
損

し
不
衛
生
で
あ
る
。
体
育
倉
庫
の
窓

も
開
閉
で
き
な
い
状
態
で
あ
る
。

そ
の
た
め
に
耐
震
化
と
併
せ
て
ト

イ
レ
棟
な
ど
も
同
時
に
工
事
が
で
き

な
い
も
の
か
伺
う
。

赤
阪
小
学
校
は
本
校
舎
、
別
館

も
老
朽
化
が
激
し
く
、
大
規
模
改
修

を
実
施
す
る
計
画
を
し
て
い
る
。

ト
イ
レ
棟
と
体
育
倉
庫
は
建
築
年

数
が
相
当
経
過
し
て
お
り
、
危
険
な

た
め
に
本
校
舎
の
大
規
模
改
修
工
事

に
併
せ
て
、
ト
イ
レ
棟
と
倉
庫
棟
の

改
築
を
今
後
検
討
し
た
い
と
考
え
て

い
る
。

こ
れ
ら
の
総
費
用
は
概
算
で
２
億

４
０
０
０
万
円
前
後
と
思
わ
れ
る
。



今
年
の
全
国
学
力
テ
ス
ト
で
、

大
阪
府
は
小
学
校
で
41
番
目
、
中
学

校
で
は
45
番
目
で
、
昨
年
に
続
き
厳

し
い
結
果
と
な
っ
た
。

昨
年
12
月
議
会
で
も
、
学
力
向
上

に
対
す
る
教
育
委
員
会
の
取
り
組
み

に
つ
い
て
お
聞
き
し
た
が
、
こ
の
１

年
間
の
取
り
組
み
に
対
す
る
成
果

と
、
今
後
の
さ
ら
な
る
学
力
向
上
へ

の
対
策
に
つ
い
て
伺
う
。

昨
年
度
の
内
容
を
分
析
し
、
取

り
組
ん
で
い
る
。
加
配
教
員
を
活
用

し
た
複
数
教
員
に
よ
る
指
導
に
つ
い

て
は
、
成
果
も
表
わ
れ
て
い
る
。

大
阪
府
教
育
委
員
会
の
施
策
に
よ

る
学
力
向
上
支
援
員
を
配
置
し
、
習

熟
度
別
の
学
習
に
重
点
を
置
い
た
教

育
を
進
め
て
い
る
。
今
後
は
、
各
学

校
の
取
り
組
み
に
よ
る
成
果
な
ど
の

情
報
交
換
会
や
、
公
開
授
業
も
計
画

し
、
学
力
の
向
上
を
進
め
て
行
く
。

学
力
テ
ス
ト
の
結
果
の
公
表
は

必
要
で
あ
る
。
既
に
決
定
し
た
所
も

あ
り
、
今
後
も
増
加
す
る
と
思
う
。

学
力
の
向
上
は
、
子
ど
も
の
将
来

の
た
め
に
も
大
切
な
事
で
あ
り
、
そ

の
た
め
に
は
保
護
者
の
理
解
、
地
域

の
協
力
を
頂
い
て
よ
り
一
層
、
学
力

向
上
へ
の
成
果
が
表
わ
れ
る
と
思
う

が
、
公
表
に
対
す
る
考
え
を
伺
う
。

保
護
者
や
住
民
へ
の
説
明
責
任

を
果
た
す
た
め
に
も
、
公
表
す
る
よ

う
に
と
の
府
教
委
の
要
請
も
あ
る
。

本
村
も
教
育
委
員
会
で
議
論
し
て
、

近
隣
市
町
の
状
況
も
踏
ま
え
て
公
表

に
対
し
て
判
断
し
て
い
く
。

汚
染
さ
れ
た
工
業
用
の
事
故
米

を
食
用
と
し
て
偽
り
、
転
売
し
て
い

た
問
題
が
発
覚
し
た
。

大
阪
府
教
育
委
員
会
の
発
表
で
は
、

府
内
10
市
２
町
の
公
立
小
中
学
校
、

１
７
１
校
の
給
食
に
お
い
て
も
、
事

故
米
が
使
用
さ
れ
て
い
る
こ
と
が
判

明
し
た
。
本
村
で
の
学
校
給
食
に
お

け
る
食
材
の
納
入
元
や
安
全
管
理
は
。

す
べ
て
三
笠
フ
ー
ズ
㈱
と
は
無

関
係
の
国
産
米
が
納
入
さ
れ
て
お
り
、

事
故
米
は
一
切
使
用
し
て
い
な
い
。

加
工
食
品
の
納
入
元
は
、
㈱
Ｓ
Ｎ

食
品
（
製
造
者
は
マ
ル
イ
食
品
㈱
、

㈱
ワ
イ
エ
ム
フ
ー
ズ
）
で
、
カ
ビ
米

を
原
料
と
し
て
使
用
し
て
い
な
い
会

社
で
あ
る
。
ま
た
、
食
品
の
使
用
材

料
や
成
分
表
の
提
出
を
求
め
る
な
ど
、

児
童
・
園
児
の
安
全
確
保
に
万
全
を

期
し
て
い
る
。

昨
年
の
は
し
か
流
行
を
き
っ
か

け
に
、
本
年
４
月
か
ら
定
期
予
防
接

種
対
象
が
、
現
在
の
第
１
期
・
第
２

期
に
加
え
、
第
３
期
（
中
学
１
年
生

相
当
年
齢
）
・
第
４
期
（
高
校
３
年

生
相
当
年
齢
）
に
拡
大
さ
れ
た
。
６

月
末
現
在
の
接
種
率
は
大
阪
府
が
全

国
平
均
よ
り
低
か
っ
た
。
本
村
の
接

種
率
と
追
加
接
種
の
取
り
組
み
は
。

４
月
号
の
村
広
報
に
よ
る
周
知

と
学
校
を
通
じ
て
案
内
状
を
出
し
た
。

８
月
末
現
在
の
接
種
率
は
、
第
３
期

が
42
・
２
％
、
第
４
期
が
39
・
３
％

で
あ
る
。
個
別
接
種
を
原
則
と
し
て

い
る
が
、
未
接
種
者
が
多
い
場
合
は

集
団
接
種
も
含
め
検
討
す
る
。

９
月
の
議
会
に
お
い
て
、
審
議

さ
れ
る
べ
き
「
第
67
号
議
案
・
平
成

19
年
度
千
早
赤
阪
村
水
道
事
業
会
計

決
算
に
つ
い
て
」
が
突
然
取
り
下
げ

ら
れ
た
。
一
体
な
ぜ
か
伺
う
。

私
は
昭
和
52
年
初
当
選
以
来
32
年

間
、
武
田
、
山
本
、
大
向
、
松
本
各

村
長
に
お
仕
え
さ
せ
て
頂
き
ま
し
た

が
、
監
査
で
認
め
ら
れ
印
鑑
が
押
さ

れ
た
書
類
が
突
然
取
り
下
げ
ら
れ
た

の
は
初
め
て
の
事
で
あ
り
ま
す
。
一

体
何
が
あ
っ
た
の
か
。

上
下
水
道
課
で
き
ち
っ
と
計
算
で

き
な
か
っ
た
の
か
。
村
長
部
局
で
精

査
さ
れ
た
の
か
。
本
当
に
何
度
も
申

し
上
げ
ま
す
が
、
議
員
生
活
32
年
間

で
初
め
て
の
こ
と
で
あ
り
ま
す
。
職

員
の
み
な
さ
ん
は
、
一
生
懸
命
頑
張

っ
て
こ
ら
れ
た
の
に
何
故
だ
ろ
う
と

不
思
議
に
思
い
ま
す
。

監
査
委
員
の
印
鑑
も
押
し
て
あ
っ

た
。
ど
の
様
に
監
査
さ
れ
た
の
か
、

不
思
議
に
思
い
ま
す
。
本
当
に
初
歩

的
な
ミ
ス
な
の
か
ど
う
か
疑
問
に
思

い
ま
す
。
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橋
爪
議
員

全
国
学
力
テ
ス
ト
の
公
表
と

学
力
向
上
へ
の
対
策
は

全
国
学
力
テ
ス
ト
の
公
表
と

学
力
向
上
へ
の
対
策
は

浅
野
議
員

学
校
給
食
は
安
全
か

学
校
給
食
は
安
全
か

麻
疹
（
は
し
か
）
の
追
加
接
種
は

麻
疹
（
は
し
か
）
の
追
加
接
種
は

豊
田
議
員

監
査
さ
れ
た
決
算

突
然
取
り
下
げ
、

一
体
な
ぜ
！

監
査
さ
れ
た
決
算

突
然
取
り
下
げ
、

一
体
な
ぜ
！

運動会（千早小吹台小学校）



何
が
間
違
っ
て
い
た
の
か
。
数
字

も
含
め
て
、
お
答
え
頂
き
た
い
。

責
任
問
題
を
含
め
て
、
お
答
え
を

頂
き
た
い
。

原
因
は
決
算
書
作
成
の
デ
ー
タ

の
取
り
違
え
で
あ
り
、
今
後
、
ミ
ス

の
な
い
よ
う
に
気
を
つ
け
ま
す
。

責
任
問
題
に
つ
い
て
は
、
現
在
検

討
中
で
す
が
、
全
職
員
に
対
し
綱
紀

粛
正
に
つ
い
て
周
知
徹
底
を
行
い
ま

し
た
。

本
村
に
お
け
る
公
共
事
業
は
、

厳
し
い
財
政
状
況
下
、
工
事
等
は
減

少
し
て
い
る
の
が
現
状
で
あ
る
。
他

市
で
は
市
内
事
業
者
に
よ
る
入
札
談

合
が
新
聞
報
道
さ
れ
、
入
札
の
不
正

が
明
ら
か
に
な
っ
た
。
村
の
発
注
に

つ
い
て
過
去
３
年
間
の
状
況
、
本
年

度
の
予
定
、
現
在
ま
で
の
入
札
制
度

は
ど
の
よ
う
な
方
法
か
。
現
行
制
度

の
問
題
点
は
ど
こ
に
あ
っ
て
ど
う
対

処
さ
れ
て
い
る
の
か
。

村
の
公
共
事
業
で
の
発
注
は
過

去
３
年
間
で
38
件
、
本
年
度
は
９
件

の
入
札
を
予
定
し
て
い
る
。
入
札
制

度
は
指
名
競
争
入
札
で
、
庁
内
に
設

置
し
て
い
る
指
名
委
員
会
に
お
い
て

予
定
価
格
の
ラ
ン
ク
に
応
じ
た
業
者

を
指
名
選
定
し
て
い
る
。
ま
た
、
現

在
ま
で
予
定
価
格
、
最
低
制
限
価
格

の
公
表
な
ど
い
く
つ
も
の
改
善
を
行

い
、
問
題
は
起
き
て
い
な
い
。

河
内
長
野
市
で
は
電
子
入
札
制

度
で
行
わ
れ
て
い
る
。
合
併
す
れ
ば

村
の
業
者
は
そ
れ
に
対
応
す
る
事
が

で
き
る
の
か
。
行
政
の
対
応
は
。

合
併
が
具
体
化
し
た
時
点
で
業

者
が
電
子
入
札
に
ス
ム
ー
ズ
に
移
行

で
き
る
よ
う
、
研
修
会
な
ど
を
実
施

す
る
。

今
後
、
入
札
制
度
の
改
善
を

行
う
中
で
透
明
性
、
公
平
性
の
高
い

制
度
に
構
築
さ
れ
る
よ
う
要
望
す
る
。

村
内
に
は
コ
ピ
ー
サ
ー
ビ
ス
を

し
て
い
る
店
が
な
い
。
コ
ピ
ー
を
す

る
た
め
に
、
河
内
長
野
市
や
富
田
林

市
・
河
南
町
の
コ
ン
ビ
ニ
ま
で
行
か

な
く
て
は
な
ら
な
い
。
役
場
や
い
き

い
き
サ
ロ
ン
な
ど
で
コ
ピ
ー
サ
ー
ビ

ス
を
実
施
し
、
住
民
サ
ー
ビ
ス
に
努

め
る
よ
う
提
案
す
る
。

役
場
、
く
す
の
き
ホ
ー
ル
、
小

吹
台
連
絡
所
で
申
し
出
が
あ
れ
ば
、

有
料
で
行
っ
て
い
る
。

現
在
は
関
係
者
に
限
ら
れ
て

い
る
。
コ
ピ
ー
サ
ー
ビ
ス
を
行
っ
て

い
る
旨
、
住
民
に
周
知
を
。
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井
上
議
員

村
の
公
共
工
事
の

発
注
・
入
札
状
況
は

村
の
公
共
工
事
の

発
注
・
入
札
状
況
は

関
口
議
員

役
場
・
い
き
い
き
サ
ロ
ン
な
ど
で

コ
ピ
ー
サ
ー
ビ
ス
を

役
場
・
い
き
い
き
サ
ロ
ン
な
ど
で

コ
ピ
ー
サ
ー
ビ
ス
を

メ
モ
リ
ア
ル
パ
ー
ク
か
ら
音
滝

橋
バ
ス
停
間
の
距
離
は
、
約
１
・
４

キ
ロ
あ
り
、
他
の
バ
ス
停
間
の
距
離

２
０
０
メ
ー
ト
ル
か
ら
７
０
０
メ
ー

ト
ル
に
比
べ
２
倍
か
ら
７
倍
の
距
離

と
な
る
。
し
か
も
こ
の
間
は
大
型
ト

ラ
ッ
ク
な
ど
の
通
行
量
が
多
く
、
歩

道
も
な
く
危
険
だ
。
再
三
バ
ス
停
新

設
の
要
望
が
で
て
い
る
が
、
村
と
し

て
も
設
置
に
向
け
努
力
す
べ
き
だ
。

再
三
要
望
を
い
た
だ
い
て
お

り
、
そ
の
都
度
会
社
に
要
望
し
て
い

る
が
「
設
置
工
事
費
を
負
担
し
て
も

旅
客
運
賃
の
採
算
が
取
れ
ず
、
路
線

を
維
持
し
て
い
く
の
に
精
一
杯
」
と

の
回
答
で
設
置
に
至
っ
て
い
な
い
。

現
状
で
は
会
社
は
設
置
の
意

向
は
な
く
厳
し
い
が
、
設
置
に
向
け

繰
り
返
し
会
社
と
交
渉
し
て
欲
し
い
。

音
滝
橋
・
東
水
分
間
へ
の

バ
ス
停
の
新
設
を

音
滝
橋
・
東
水
分
間
へ
の

バ
ス
停
の
新
設
を

岩井谷浄水場



松
本
村
長
が
選
挙
で
出
し
た
資

料
で
は
「
公
共
施
設
は
ま
っ
た
く
同

じ
で
な
い
が
、
な
く
な
る
わ
け
で
な

い
」
や
村
に
な
く
て
市
に
あ
る
住
民

サ
ー
ビ
ス
で
も
河
内
長
野
市
で
は

「
縮
小
・
廃
止
」
の
計
画
が
あ
り
、

誤
解
を
招
く
内
容
で
す
。
協
議
会
で

確
約
を
求
め
る
べ
き
で
す
。

公
共
施
設
や
サ
ー
ビ
ス
は
協
議

会
で
決
ま
る
も
の
、
過
大
な
思
い
を

抱
か
せ
た
の
は
申
し
訳
な
い
。
村
に

な
い
サ
ー
ビ
ス
の
事
業
内
容
は
、
現

状
の
記
述
で
協
議
に
よ
っ
て
変
わ
る
。

住
民
の
た
め
の
合
併
で
あ
り
「
言

う
べ
き
は
言
っ
て
い
く
」考
え
で
す
。

誤
解
を
与
え
た
の
で
は
、
だ

ま
し
に
な
る
、
協
議
会
で
実
現
の
た

め
に
発
言
し
努
力
を
。

日
頃
は
議
会
活
動
に
温
か
い
ご
理

解
と
ご
協
力
を
賜
り
、
厚
く
お
礼
を

申
し
上
げ
ま
す
。

こ
の
度
、
議
員
各
位
の
ご
推
挙
に

よ
り
、
要
職
を
務
め
さ
せ
て
い
た
だ

く
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。
今
後
共
に

力
を
合
わ
せ
皆
様
の
信
託
に
応
え
る

べ
く
専
心
努
力
し
て
ま
い
る
所
存
で

ご
ざ
い
ま
す
。

現
在
、
村
を
取
り
ま
く
情
勢
は
、

地
方
分
権
の
推
進
と
共
に
財
政
運
営

は
一
段
と
厳
し
い
も
の
が
あ
り
ま
す
。

特
に
本
村
は
河
内
長
野
市
と
の
合
併

を
控
え
、
諸
課
題
も
多
く
あ
り
、
依

然
厳
し
い
状
況
で
あ
り
ま
す
。

今
後
と
も
、
村
民
の
皆
様
の
よ
り

一
層
の
ご
理
解
と
ご
協
力
を
賜
り
ま

す
よ
う
に
お
願
い
を
申
し
上
げ
ま
し

て
就
任
の
ご
挨
拶
と
さ
せ
て
い
た
だ

き
ま
す
。
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雑

感

雑

感

 

雑

感

雑

感

 

雑

感

 

住
民
の
暮
ら
し
を
守
る
村
消
防
団

が
９
月
に
開
催
さ
れ
た
大
阪
府
消
防

操
法
訓
練
大
会
に
出
場
し
、「
小
型

ポ
ン
プ
操
法
の
部
」
で
見
事
、
準
優

勝
と
な
り
、
言
葉
に
表
す
こ
と
の
で

き
な
い
感
動
を
与
え
て
く
れ
た
。

選
手
は
こ
の
日
の
た
め
に
、
厳
し

い
規
律
訓
練
に
耐
え
、
そ
れ
ら
を
サ

ポ
ー
ト
す
る
団
員
。
久
し
ぶ
り
に
組

織
の
中
で
の
統
率
の
と
れ
た
縦
の
つ

な
が
り
、
横
の
連
携
、
一
人
ひ
と
り

の
役
割
の
重
要
性
を
見
る
こ
と
が
で

き
た
。

団
員
の
方
た
ち
は
、
そ
れ
ぞ
れ
仕

事
、
家
庭
を
持
ち
な
が
ら
人
々
の
生

命
、
財
産
を
守
ら
な
け
れ
ば
な
ら
な

い
と
い
う
使
命
感
が
素
晴
ら
し
い
成

績
に
つ
な
が
っ
た
と
思
う
。

と
こ
ろ
で
昨
今
、
教
育
は
さ
ま
ざ

ま
な
問
題
で
議
論
が
な
さ
れ
て
い

る
。
そ
も
そ
も
義
務
教
育
と
は
子
ど

も
た
ち
が
健
康
で
心
豊
か
な
人
に
成

長
す
る
こ
と
を
願
っ
て
の
も
の
で
あ

り
、い
わ
ば
人
間
形
成
の
場
で
あ
る
。

子
ど
も
の
未
来
に
つ
い
て
、
大
人

の
責
任
は
重
大
で
あ
り
、
村
の
教
育

方
針
に
つ
い
て
思
い
を
め
ぐ
ら
せ
る

時
、
改
め
て
消
防
団
員
の
訓
練
の
姿

が
脳
裏
に
浮
か
ん
だ
。

Ｓ
・
Ｉ

野
上
議
員

副
議
長
　
田
中

博
治

公
共
施
設
・
サ
ー
ビ
ス
を
守
る
た
め
に

協
議
会
で
発
言
を

公
共
施
設
・
サ
ー
ビ
ス
を
守
る
た
め
に

協
議
会
で
発
言
を

家
庭
状
況
や
学
力
定
着
度
を
ク

ロ
ス
す
る
分
析
内
容
も
あ
り
、
家
庭

面
へ
の
配
慮
も
必
要
と
考
え
ま
す
。

村
は
「
小
学
校
統
合
で
問
題

が
な
い
か
」
な
ど
、
き
め
細
か
い
対

策
が
必
要
で
す
。
橋
下
知
事
の
「
公

表
し
な
い
所
は
予
算
配
分
を
減
ら

す
」
は
学
力
向
上
に
逆
行
で
す
。

十
分
な
教
育
予
算
こ
そ
必
要
で
す
。

全
国
学
力
テ
ス
ト
の
公
表
に
つ

い
て
、
山
本
教
育
長
の
考
え
が
報
道

さ
れ
て
い
ま
す
。
今
後
の
方
針
は
。

学
校
が
特
定
さ
れ
な
い
小
学
校

は
、
前
向
き
に
検
討
し
て
も
ら
う
。

中
学
校
は
ど
う
い
う
形
で
行
え
る
か

近
隣
の
状
況
も
見
て
検
討
し
た
い
。

学
力
向
上
は
、
経
済
的
支
援
や

日
常
生
活
指
導
も
大
切
で
は
。

橋
下
知
事
の
「
予
算
配
分
を
減
ら
す
」
は

学
力
向
上
に
逆
行

橋
下
知
事
の
「
予
算
配
分
を
減
ら
す
」
は

学
力
向
上
に
逆
行

議
会
役
員
の

改
選

７
月
18
日
に
村
議
会
臨
時
会
が
招
集
さ
れ
、
欠
員
と
な
っ
て
い
た

副
議
長
や
富
美
山
環
境
事
業
組
合
議
会
議
員
、
議
会
推
薦
の
農
業
委

員
が
決
ま
り
ま
し
た
。

富
美
山
環
境
事
業

組
合
議
会
議
員

関
口
　
ほ
づ
み

農
業
委
員

（
議
会
推
薦
）

浅
野

利
夫

会 派 構 成
平成20年7月18日現在
○：幹事長・代表者

◆日本共産党
○野　上　信　次
関　口　ほづみ

◆新政会
田　中　博　治

○豊　田　圭　郎

◆公明党
○浅　野　利　夫

◆無会派
貝　長　　　徹
井　上　昭　司
橋　爪　喜久次

○清　井　　　浩

就
任
あ
い
さ
つ
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◆
一
般
書

銀
河
祭
り
の
ふ
た
り
　（
杉
本
章
子
）

殺
意
　
　
　
　
　
　
　（
乃
南
ア
サ
）

き
の
う
の
世
界
　
　
　
　（
恩
田
陸
）

三
月
の
招
待
状
　
　
　（
角
田
光
代
）

い
か
だ
満
月
　
　
　
　（
山
本
一
力
）

新
三
河
物
語
（
上
・
中
）

（
宮
城
谷
昌
光
）

深
川
に
ゃ
ん
に
ゃ
ん
横
丁

（
宇
江
佐
真
理
）

史
記
　
武
帝
記
１
　
　（
北
方
謙
三
）

汐
の
な
ご
り
　
　
　
　
　（
北
重
人
）

冷
た
い
水
と
、
砂
の
記
憶（谷

村
志
穂
）

誘
拐
　
　
　
　
　
　（
五
十
嵐
貴
久
）

カ
ラ
ス
の
親
指
　
　
　（
道
尾
秀
介
）

風
化
　
　
　
　
　
　
　（
川
上
弘
美
）

ア
ト
ラ
ス
の
使
徒
（
上
・
下
）

（
サ
ム
・
ボ
ー
ン
）

◆
児
童
書

チ
コ
と
き
ん
い
ろ
の
つ
ば
さ

（
レ
オ
・
レ
オ
ー
ニ
）

お
ば
け
の
ジ
ョ
ー
ジ
の
ハ
ロ
ウ
ィ
ー
ン

（
ロ
バ
ー
ト
・
ブ
ラ
イ
ト
）

し
ゃ
っ
く
り
１
か
い
１
び
ょ
う
か
ん

（
ヘ
イ
ゼ
ル
・
ハ
ッ
チ
ン
ス
）

◆
お
知
ら
せ

【
お
は
な
し
会
】

日
時

11
月
12
日（
水
）

午
後
２
時
〜

場
所

こ
ご
せ
幼
稚
園

対
象

幼
児

全国一斉「女性の人権ホットライン」開設

車上狙い・部品盗に注意

人権擁護委員は、夫・パートナーからの暴力や職場などにおけるセク
シャル・ハラスメント、ストーカー行為といった女性をめぐる各種の人
権問題に積極的に取り組んでいます。
その一環として、「女性の人権ホットライン」を開設して相談に応じて

きましたが、今回「女性に対する暴力をなくす運動」期間中、全国一斉
相談日を開設し、専門の相談員が相談に応じます。ひとりで悩まずに気
軽に電話してください。
日　時 11月17日（月）～23日（日）

月曜日～金曜日　午前８時30分～午後７時
土曜日・日曜日　午前10時～午後５時

女性の人権ホットライン電話番号
ナビダイヤル　ゼロゼロナナゼロのハートライン
０５７０　－　０７０　－　８１０

相談員 大阪府人権擁護委員連合会の人権擁護委員（女性の人権問題に
詳しい人権擁護委員が担当します。）

〈問い合わせ〉大阪法務局人権擁護部第三課　106（6942）9492

○
大
阪
府
多
重
債
務
者
対
策
協
議
会
で
は
、
弁
護
士
、
司
法
書
士
が
無

料
で
借
金
問
題
の
相
談
に
応
じ
ま
す
。い
ず
れ
の
会
場
で
も
相
談
可
能
。

○
相
談
日
時

11
月
30
日（
日
）
午
前
10
時
〜
正
午
、
午
後
１
時
〜
４
時

○
相
談
日
時

12
月
１
日（
月
）、
２
日（
火
）
午
後
１
時
〜
４
時

○
１
件
あ
た
り
30
分
以
内
で
、
事
前
に
予
約
が
必
要
で
す
。
詳
し
く
は

大
阪
府
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
「
多
重
債
務
で
困
っ
た
ら
、
ま
ず
相
談
」
を

ク
リ
ッ
ク

○
予
約
の
受
付
開
始
は
、
11
月
６
日（
火
）
午
前
10
時
か
ら

サ
ラ
金
・
ク
レ
ジ
ッ
ト
無
料
相
談
会

〜
借
金
問
題
は
解
決
で
き
る
！
ま
ず
相
談
し
よ
う
〜

短

歌

コ

ー

ナ

ー

暮
れ
な
ず
む
街
の
い
ら
か
に
煌
々
し
夕
陽
を
返
す
ソ
ー
ラ
ー
板
は

吉
　
岡
　
蓁
　
子

窓
に
付
く
守
宮
の
白
き
腹
ふ
る
え
一
人
居
の
夜
の
ゆ
る
や
か
に
過
ぐ

菊
　
井
　
由
起
子

教
室
の
鏡
に
う
つ
り
し
我
が
姿
視
線
は
ず
し
て
屈
伸
運
動

田
　
村
　
富
士
子

と
り
ど
り
の
花
の
ゆ
た
け
き
畑
に
い
て
我
が
小
宇
宙
展
ご
り
ゆ
き
ぬ

東
　
條
　
ひ
　
ろ

お
日
さ
ま
の
色
を
下
さ
い
雨
続
き
の
畑
に
無
花
果
う
な
だ
れ
て
お
り

松
　
田
　
美
智
子

車上狙いや部品盗が多発していま
す。急増するカーナビやナンバープ
レートを狙った部品盗について次の
ような対策を取りましょう。
カーナビ盗難
カーナビを取り付けているネジ

を、取り外しのしにくい特殊な形状
のネジに付け替えましょう。
取り外しのできるポータブルナビ
は短時間の駐車でも持って出るよう

にしましょう。
ナンバープレート盗難
盗まれたナンバープレートは、ひ
ったくりや覚せい剤密売など、二次
犯罪に悪用されます。ナンバープレ
ートを盗られないよう盗難防止ネジ
を取り付けましょう。
〈問い合わせ〉
富田林警察署防犯係
1@51234

開
　
催
　
日

開
催
場
所

予
約
・
問
合
わ
せ
先

大
　
阪
　
府

11
月
30
日

南
河
内
府
民
セ
ン
タ
ー
ビ
ル

富

田

林

市

12
月
１
、
２
日

富
田
林
市
役
所
　

１
階
市
民
相
談
室

河
内
長
野
市

12
月
１
、
２
日

河
内
長
野
市
役
所
　

２
階
広
報
広
聴
課
相
談
室

松
　
原
　
市

12
月
１
、
２
日

松
原
市
役
所
　
３
階
相
談
室

羽

曳

野

市

12
月
１
、
２
日

レ
デ
ィ
ー
ス
セ
ン
タ
ー

１
階
相
談
室

藤

井

寺

市

12
月
１
、
２
日

藤
井
寺
市
役
所

１
階
地
域
振
興
課

大
阪
狭
山
市

12
月
２
日

大
阪
狭
山
市
役
所
　

別
館
相
談
室

太
　
子
　
町

12
月
２
日

太
子
町
自
然
休
養
村
管
理

セ
ン
タ
ー
　
１
階
研
修
室

河
　
南
　
町

12
月
１
、
２
日

河
南
町
役
場
　

４
階
４
０
２
会
議
室

千
早
赤
阪
村

12
月
２
日

千
早
赤
阪
村
役
場
　

第
２
会
議
室

大
阪
パ
ブ
リ
ッ
ク
法
律
事
務
所【
大
阪
市
北
区
】

な
ん
ば
法
律
相
談
セ
ン
タ
ー【
大
阪
市
中
央
区
】

大
阪
弁
護
士
会

11
月
30
日

千
里
法
律
相
談
セ
ン
タ
ー【
豊
中
市
】

岸
和
田
法
律
相
談
セ
ン
タ
ー【
岸
和
田
市
】

大
阪
司
法
書
士
会

11
月
30
日
、

大
阪
司
法
書
士
会
館【
大
阪
市
中
央
区
】

12
月
１
、
２
日
司
法
書
士
会
相
談
セ
ン
タ
ー
堺【
堺
市
堺
区
】

〈
問
い
合
わ
せ
〉
府
貸
金
業
対
策
課
　
1
０
６（
６
９
４
４
）６
１
０
７

大
阪
府

「
府
民
お
問
合
せ

セ
ン
タ
ー
」

ピ
ピ
っ
と
ラ
イ
ン

1
＃
８
０
０
１

ま
た
は

1
06（
６
９
１
０
）８
０
０
１

月
〜
金
　

午
前
９
時
〜

午
後
６
時

電
話
連
絡
が
困
難

な
人

5
06（
６
９
１
０
）８
０
０
５

1
06（
６
３
６
４
）１
２
４
８

月
〜
金
　

午
前
９
時
15
分
〜

午
後
８
時

1
06（
６
３
４
３
）６
０
９
９

月
〜
金
　

午
前
10
時
〜

午
後
４
時
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対象は、①接種日現在65歳以上の人で希望する人、②接
種日現在60歳以上65歳未満の人で、心臓、じん臓または呼
吸器の機能に自己の身辺の日常生活行動が極度に制限され
る程度の障害を有する人およびヒト免疫不全ウイルスによ
る免疫の機能に日常生活がほとんど不可能な程度の障害を
有する人で希望する人です。
期間 平成21年１月31日（土）まで
場所 村指定医療機関
費用 1,000円（医療機関の窓口で支払ってください）
備考¡対象者への個別通知はしていません。

¡事前に予約など、各医療機関へ確認ください。
¡住所、氏名、生年月日が確認できる物を持参くださ
い。

¡生活保護世帯の人は費用が免除されますので、事前
に健康福祉課まで申し出てください。

¡施設に入所中または病院に入院中の人は相談くださ
い。

小さい子どもがいるとバタバタと過ぎていく忙しい毎
日。そんな中で子どもと接していて、「こんなときはどう
対応したらいいのかな…」と思うことはありませんか。子
ども自身が自分で考えて行動していけるように、また、自
分自身を大切にできるように育てていくためには幼児期に
どんな関わり方をすればいいか。だれにでも当てはまる答
えというものはありませんが、ちょっとしたヒントはあり
ます。日頃の子育てをちょっと振り返ってみましょう。
日時 12月18日（木） 午前10時～11時30分
場所 保健センター
対象 乳幼児をもつ保護者
定員 30人（初回の方優先、子どもの保育は15人先着順）
費用 無料
受付 11月４日（火）～定員に達するまで

「最近おへそ周りが気になる」「運動不足だな」「食事の
工夫ってどうしたらいいのかしら」…という人に、楽しく
調理や運動をしながら学べる教室を開催します。健康づく
りや生活習慣病予防を、そろそろスタートした方がいいあ
なた！男女を問わず、お気軽に参加ください。

親学習講座参加者募集

そろスタ☆ヘルスアップ教室　参加者募集

高齢者インフルエンザ予防接種 ●対象者 村内在住の40歳～おおむね65歳の人
●参加費 各回300円（そろスタ☆参加２回目以降の場合

150円）
※調理実習日は別途400円必要

●定員 各15人（テーマ毎に初回の人優先、先着順）
●場所 保健センター
●申し込み期間 11月４日（火）～

（定員になり次第締め切ります）
※テーマや内容が変更になる場合がありますので了承くだ
さい。
※参加決定者には詳しい案内を送付します。

ＳＩＤＳ（乳幼児突然死症候群）とは、それまで元気だった
赤ちゃんが事故や窒息ではなく、眠っている間に突然死亡して
しまう病気です。直接的な原因は未だに解明されていませんが、
次のことを注意することで発症を減らせることがわかっていま
す。
qうつぶせ寝は避けましょう。
うつぶせ寝が仰向け寝に比べてＳＩＤＳの発症率が高いとい
うデータがあります。赤ちゃんの顔が見えるよう仰向けで寝
かせることは、窒息や誤飲、ケガなどの事故を未然に防ぐた
めにも有効です。

wタバコは絶対にやめましょう。
両親が喫煙する場合にＳＩＤＳの発症率が高くなるというデ
ータがあります。赤ちゃんのそばでは絶対禁煙です。また、
妊婦自身の禁煙はもちろん、赤ちゃんをとりまく身近な人の
理解を得ることも重要です。

eできるだけ母乳で育てましょう。
母乳で育てられている乳児は、人工乳の乳児と比べてＳＩＤ
Ｓの発症率が低いというデータがあります。人工乳がＳＩＤ
Ｓを引き起こすものではありませんが、できるだけ母乳育児
が望まれます。
※ただし、いずれもＳＩＤＳの直接の原因ではありませんので、
必要以上に不安に思うことはありません。

【調理実習】
「作って食べて健康づくり☆
「 何をどれだけ食べたらいいの？」

テ　ー　マ 月日

11月21日
（金）

12月12日
（金）

午前
９時30分～
午後１時頃

午前
９時30分
～正午

時　間

管理栄養士と考えよう！
「脂肪が気になる

あなたの健康づくり」
～脂肪を貯めない食生活～

運動を体験しよう！
「気持ちよく身体を動かすコツ」

～ウォーキングの基本など～

SIDS（乳幼児突然死症候群）を知っていますか？
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けんこうのページ けんこうのページ けんこうのページ 
〈問い合わせ〉
健康福祉課
保健センター　1&20069

場所 保健センター

※検診は、すべて予約制となります。
※検診当日に各検診の対象年齢に達していない人は受診できま
せん。
※負担していただく受診料はいずれも検査料金の２割程度です。
当日受付で支払ってください（生活保護世帯の人は受診料が
免除されます。
保健センター福祉係へ事前に申し出てください）。
※定員になり次第締め切ります。予約をされた人には検診日の
２週間前ごろに受診票と詳しい案内を送ります。
※介助の必要な人は相談ください。
※大腸がん検診だけを受診する人で、当日本人が来られない場
合は必ず相談ください。

が ん 検 診 の お 知 ら せ
検　診　日 11月10日（月）
当日受付時間 午前８時30分～11時15分
対　　　　象 受診日現在40歳以上の人
受診できる回数 年１回
定　　　　員 各50人

内　　　　容〈胃がん〉問診・Ｘ線間接撮影
〈大腸がん〉問診・便潜血検査

受　診　料 胃がん800円、大腸がん200円

胃
・
大
腸
が
ん
検
診

検　診　日 11月10日（月）
当日受付時間 午前８時30分～11時

対　　　　象

受診できる回数 年１回
定　　　　員 50人

内　　　　容
〈肺がん・結核〉問診・胸部Ｘ線直接撮影
（肺がん喀痰検査は必要者のみ）

受　診　料
肺がん・結核400円
肺がん喀痰検査400円

肺

が

ん

・

結

核

検

診

受診日現在40歳以上の人
（肺がん喀痰検査は胸部Ｘ線検査を受け
る50歳以上で１日の喫煙本数×喫煙年
数が600以上の人、または40歳以上で６
カ月以内に血痰のあった人）

検　診　日 11月18日（火）
当日受付時間 午後１時15分～３時

対　　　　象

受診できる回数 ２年に１回
〈子宮がん〉55人

定　　　　員〈乳がん〉40人
〈乳がん〉（うち40歳代は１日７人まで）

内　　　　容

受　診　料 子宮がん600円、乳がん900円

子

宮

が

ん

・

乳

が

ん

検

診

〈子宮がん〉受診日現在、20歳以上の和暦
で奇数年生まれの人

〈乳がん〉受診日現在、40歳以上の和暦
で奇数年生まれの人

（ただし、偶数年生まれでも昨年度受診
していない人は受診できます）
※次の人は乳がん検診の対象外です。
主治医に相談のうえ、医療機関で受
診してください。

¡39歳以下の人
¡妊娠中または妊娠の可能性のある人
¡授乳中の人
¡心臓ペースメーカーを装着している人
¡豊胸術をしている人

〈子宮がん〉問診・内診・子宮頚部細胞診
〈子宮がん〉（子宮体部細胞診は実施しません）
〈乳がん〉問診・視触診・乳房Ｘ線検査

（40歳代は２方向、50歳以上
は１方向撮影）

種　　　類 月　日 受　付 対　　象

４か月児健康診査 午後１時 平成20年

11月26日（水）
～１時10分 ６・７月生

１歳児健康診査 午後１時15分 平成19年1
～１時25分 10・11月生

な か よ し 広 場 11月４日（火）午前10時 ０歳～幼稚園入

（親と子の交流会） 11月19日（水）～11時30分 園前の乳幼児と
12月２日（火） 保護者

あかちゃん広場 午前10時 ０～１歳頃まで
（交流会･遊び･相談）

11月15日（水）
～11時30分 の乳幼児

保 健 師 に よ る 午前10時 健康・育児・介
健　康　相　談 11月25日（火） ～正午 護など相談を希
（電話・来庁） （来庁の場合要予約）望する人

午後 食事療法が必要

個別健康栄養相談 11月28日（金）１時30分～ な人、健康のた

（要予約） め食生活を改善したい人

保
健
セ
ン
タ
ー

1
&2
０
０
６
９

種　　　類 月日（祝日は除く） 受　付 備　　考

富
田
林
保
健
所
　
1

@3

２
６
８
１

午前
こころの健康相談（月）～（金）９時30分 予約制

～午後５時

エイズに関する 午前

相　　　　　　談（月）～（金）９時30分 電話相談も可
～午後５時

血　液　検　査
第１・３ 午後１時エイズ・梅毒
水曜日 ～２時クラミジア

血　液　検　査 第１・３ 午前

［肝炎ウイルス］ 水曜日 ９時30分～ 有料・予約制
10時30分

療　育　相　談

¡飲用水・井戸水検査 毎週月曜日 午前
¡腸内細菌検査 ９時30分 有料
¡寄生虫卵検査 ～11時30分

エイズ抗体検査
は無料、そのほ
か手数料が必要
な場合あり

予約制（20日は、河
内長野市フォレスト
三日市健診センター）

］［

（月曜日が祝日
の時は翌日）

※個別禁煙相談は希望に応じて随時実施します（要予約）

★相談や検査に関するプライバシーは守ります

健康診査＆相談など

午後１時30分
～３時11月20日（木）

11月21日（金）午前９時30分
～11時

麻しん風しんの予防接種は村指定医療機関で実施してい
ますが、接種できる期間が決まっています。特に、平成20

年度から平成24年度までの５年間に限り、各年度の中学１
年生と高校３年生相当の人に予防接種を無料で実施してい
ますが、この機会を逃すと１万円程度の自己負担がかかり
ます。接種期間内に早めに受けましょう。
●麻しん風しん（MR）対象者
第１期 １歳以上２歳未満
第２期 平成14年４月２日～平成15年４月１日生
第３期 平成７年４月２日～平成８年４月１日生
第４期 平成２年４月２日～平成３年４月１日生

麻 し ん 風 し ん 予 防 接 種
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222

わがやのホープ わがやのホープ わがやのホープ わがやのホープ 

わが
やのホープわが
やのホープ

桐山 奥 田　 智 也 くん
＜20歳　みずかめ座＞

Okuda Tomoya

参加者募集中 
「みんなのひろば」は村民の皆さんのペ

ージです。
楽しい話などいっぱい教えてください。
また、広報紙への意見・情報なども待っ

ています。

千
早
赤
阪
村
役
場

広
報
ち
は
や
あ
か
さ
か
係

住
所
・
名
前
・
年
齢
・

電
話
番
号

切
手

５８５－８５０１

近況は・・・

大阪日野でトラック・バスの整備をしていま
す。
趣味は・・・

ドライブです。もうすぐ車を買い換えようと
思うので新しい車で友達と色んな所へ行きたい
と思います。
夢は・・・

どんな故障でも直せる整備士になることです。
最近、楽しいと思ったことは・・・

2年ぶりに映画館へ行って大画面で映画をみ
たことです。臨場感があっていいなと思いました。
思い出のアルバムから・・・

千早赤阪村について・・・

村には親切な人が多く、こんな村に住んでい
ることが自慢です。
来月号は・・・

桐山の吉田利紗さんです。
吉田さんへメッセージを・・・

バイトも勉強も頑張ってや。

森屋　うえの　ことり ちゃん
（ 植　野　　　ことり　）

平成19年９月21日生まれ
家族の宝物！お兄ちゃんと仲良く遊んでね。

父・昭三さん、母・佳代子さん

小吹台　まきの　かずひで くんあ
（ 牧　野　　　一　英　）

平成20年１月16日生まれ

小吹 まきの　はづき ちゃん
（ 牧　野　　　葉　月　）

平成17年８月20日生まれ

小吹 まきの　ななみ ちゃん
（ 牧　野　　　七　海　）

平成13年７月17日生まれ
大きくなっても、３人力を合わせて仲良くね。

父・英史さん、母・純子さん

家族で近くの
公園に遊びに
行った時の写
真です。
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がんばりました

９月14日・21日、サンケイ新聞杯三都連盟ソフトボ
ール大会が太子町総合公園で行われました。大会には
千早赤阪村・太子町の９チームが参加し、熱戦が繰り
広げられました。結果は次のとおりです。
優　勝 小吹アローズ
準優勝 ムラファイターズ
３　位 下東阪スポーツクラブ

９月23日、B＆G会長杯空手道大会兼小野派糸東流第
26回千早赤阪村空手道大会が海洋センターで開催され
ました。
大会には、18団体　380人が参加し熱戦が繰り広げ

られました。

●三都連盟ソフトボール大会●● B＆G会長杯空手道大会●

100歳おめでとう
ございます

10月12日に100歳の誕生日を迎えられた東阪の矢倉キミヱ
さんを村長が訪問し、ご長寿祝い詞や記念品などを贈呈し
ました。
矢倉さんは、ニコニコした穏やかな表情で、村長の訪問を
喜んでおられました。

準　優　勝

10月12日、大阪府立体育館で行なわれた準々決勝は、摂
津五中学校戦を総合力で勝利しました。準決勝は堅下南中
学校戦で接戦の末、高いブロックとスパイクで勝利を収め
ました。ついに迎えた決勝は、柏原中学校戦で、序盤リー
ドしたものの、直前の準決勝の疲れも残り力およばず敗れ
てしまいました。

むらの話題
あ　れ　こ　れ

●第62回大阪中学校秋季総合体育大会●
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名　　　　　　　称 連　　絡　　先 実　施　日 時　　　間
休日診療所　1@81333

富田林市向陽台1－3－38
内科・歯科

休日診療
日曜日・祝日
年末年始（12月29日
～１月３日）

受付
午前９時～11時30分
午後１時～３時30分

午後８時～翌朝８時365日

富田林病院　1@91121（代表）
富田林市向陽台1－3－36

小児科

富田林市消防署　1@51122小児急病診療（当番病院紹介）
♯8000（携帯電話・NTTプッシュ回線利用の場合のみ）

106（6765）3650
365日 午後８時～翌朝８時

106（6761）1199
大阪府救急医療情報センター
（各科医療機関の診療状況紹介）

大阪府小児救急電話相談
（受診するかどうか判断の参考に）

365日

http://kodomo－qq.jp/「こどもの救急」ホームページ（受診するかどうか判断の参考に）

24時間対応

休
日
・
夜
間
の
医
療
機
関
な
ど

第
３
期
分
の
納
期
限
は
10
月
31
日（
金
）で
す
。
〜
納
税
は
お
早
め
に
〜
〈
問
い
合
わ
せ
〉
税
務
課

村
・
府
民
税特設人権相談開設

防衛省自衛官

人権を考える村民のつどい

南大阪駅伝競走大会
参加チーム募集

税理士による無料税務
相談センター開設

主催 近畿弁護士会連合会法律相談セ
ンター委員会

〈問い合わせ〉総務課

人権問題で悩んでいませんか。人権
擁護委員と村人権相談員があなたの相
談に応じます。当日都合の悪い人は、
近くの人権相談員に直接相談ください。
相談についての秘密は、厳守します。
日時 12月３日（水）

午後２時～４時
場所 いきいきサロンくすのき相談室
人権擁護委員

¡田中鈴代（小吹68－889）
1&27387

¡西浦玲子（吉年260）
1&20382

¡田村　登（二河原辺36－５）
1&21425

〈問い合わせ〉住民課

日時 11月18日（火）・12月18日（木）・
平成21年１月16日（金）全３回
午後１時～４時

場所 保健センター３階研修室
対象者 一般納税者で税理士などの関

与がない人
相談内容 口頭による所得税・相続税

や経理などに関する相談
相談時間 １人　30分程度
予約 電話申込による先着順
※都合がつかない人は、南河内府民セ
ンターおよび近畿税理士会富田林支
部事務局でも相談を行なっています。

〈申し込み・問い合わせ〉

近畿税理士会富田林支部事務局

1@56250

（月～金曜日・午前９時～午後４時）

募　　集

この大会は、南河内地域（６市２町
１村）に住む人たちにスポーツを振興
し、その普及発展とアマチュアスポー
ツ精神の高揚を図り、あわせて青少年
の健全な育成を願って開催されます。
月日 平成21年２月１日（日）
場所 パーフェクト・リバティー教団

（ＰＬ）本庁内コース
対象 南河内地域に在住・在勤・在学

の中学生以上の人
費用 １チーム3,000円（保険料含む）
区間 ６区間
受付 11月28日（金）までに費用と印鑑

を持参し、海洋センターへ申し
込みください。

〈問い合わせ〉

海洋センター　
1&27183

〈自衛隊生徒〉

高校同等教育

¡防衛大学校、一般大学などへの進学
機会あり

¡高卒資格取得
国家公務員の身分と待遇

¡週休２日制
¡夏、冬、春季に、２週間前後の休暇
有り

¡被服類、寝具、食事、宿舎費は無料
「学び」が仕事
¡中堅技術者養成、将来の幹部自衛官
へ
応募資格

¡日本国籍を有する中卒（見込含）か
ら17歳未満の男子
受付期間

¡11月初旬～21年１月初旬
試験期日

¡１次試験　21年１月中旬（火）
〈申し込み・問い合わせ〉

自衛隊富田林地域事務所
1@43799

催　　し

村では、村民の皆さんに人権問題を
身近な問題として受け止めていただく
ため、村人権協会と共催で「人権を考
える村民のつどい」を開催します。
日時 12月３日（水）

午後１時30分～
場所 くすのきホール
内容

第１部

人権啓発「標語・ポスター」コン
クール表彰式
第２部

人権コンサート
ミュージック・ボックス　「にょ
ろ」による音楽や語りで「やさし
さ」や「命の大切さ」を伝えてく
れる人権コンサートです。

定員 300人
費用 無料
〈申し込み・問い合わせ〉住民課
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平
成
20
年
度
第
１
号
介
護
保
険
料
の
第
８
期
（
11
月
分
）
の
納
期
限
は
、
平
成
20
年
12
月
１
日（
月
）で
す
。

口
座
振
替
は
、
11
月
25
日（
火
）で
す
。〈
問
い
合
わ
せ
〉
健
康
福
祉
課

介
護
保
険
料
の
納
付

●
施
設
・
電
話
番
号
案
内

名　　　　　　　称 所在地 電話

千早赤阪村役場 水分180 &20081

小吹台連絡所 小吹68－830 &27600

くすのきホール・教育委員会事務局 水分263 &21300

村立郷土資料館（月曜日休館） 水分266 &21588

Ｂ＆Ｇ海洋センター（月曜日休館） 東阪255－１ &27183

学校給食センター 桐山258 &21112

いきいきサロンやまゆり（月曜日休館） 小吹68－780 &27005

いきいきサロンくすのき（日曜日休館） 二河原辺8－1 &21705

名　　　　　　　称 所在地 電話

保健センター・健康福祉課 水分195－１ &20069

保健 &20038

センター内
社会福祉法人千早赤阪村社会福祉協議会 &20294

赤阪土地改良区 水分180 &20081

金剛山ロープウェイ千早駅 千早９ &40128

村営宿泊施設「香楠荘」 千早1313－２ &40321

富田林市消防署千早赤阪分署 東阪77－１ &21755

診療所 午前診 B～F 午前９時～正午
午後診（火・金）午後４時30分～６時30分

（土・日・祝・休診）

◎火災・救急車依頼は119番　◎小児救急は1@51122 ◎休日診療所1@81333

個人事業税（第２期）の
納期限は12月１日です

届きましたか
国民健康保険被保険者証

固定資産税第３期分の
納期限は12月１日

国民健康保険

国民健康保険被保険者証は、11月１
日（土）から新しい保険証になりました。
旧保険証は使えません。10月末までに
配達記録郵便で送付していますので、
まだお手元に届いていない人は、早急
に問い合わせてください。
〈問い合わせ〉保険課

税

税金は期限内に納付していただくよ
うお願いします。
なお、村・府民税第１～３期分およ
び軽自動車税の未納がある場合は、あ
わせて納付してください。
また、納付には便利な口座振替を利
用ください。
〈問い合わせ〉税務課

最寄りの金融機関で納期限までに納
めてください。納税には、便利で安心、
そして安全な「口座振替」の利用をお
すすめします。
〈問い合わせ〉

南河内府税事務所事業税課
1@51131

教育委員会

９月11日に開催された9月定例村議
会で、八野章氏（小吹68番地の504）
の教育委員選任が同意されました。
八野氏の選任は、栃尾委員（在任期

間平成16年９月～平成20年５月）の辞
職に伴うもので、任期は平成23年12月
23日までです。

来年度小学校に就学する予定の人を
対象に就学前の健康診断を行いますの
で受診してください。
対象

平成14年４月２日から平成15年４月
１日までに生まれた人
受診場所および日時

¡赤阪小学校
11月５日（水）午後１時30分～

¡千早小吹台小学校
11月５日（水）午後１時30分～

〈問い合わせ〉

学校教育課　1&21300

上 下 水 道

新たに１業者を村排水設備工事指定
業者に指定しました。（合計48業者）

排水設備の新設、改造工事は、必ず
村の指定している排水設備業者に依頼
してください。

※指定業者は、工事の依頼を受けると、
申請や工事に関する書類手続きなど
をすべて代行します。
※工事費は自己負担です。（融資あっ
旋制度があります）
※指定業者から必ず見積書をもらい契
約をかわしてから工事を依頼してく
ださい。

〈問い合わせ〉上下水道課

新たに１業者を村給水装置工事事業
者に指定しました。（合計62業者）

給水装置工事の申し込み、修繕など
は、指定工事業者へ依頼してください。
〈問い合わせ〉上下水道課

相　　談

弁護士による無料法律相談を実施し
ます。
今まで、弁護士に相談されたことが
ない人も、この機会に一度相談されて
はいかがでしょうか。
日ごろ、疑問に思っていること、お
悩みになっていることなど、どんなさ
さいなことでも結構ですので気軽に相
談にきてください。
日時 11月26日（水）

午後１時～４時
場所 役場第２会議室
その他 事前予約制

先着６人（申し込み順）
１人30分程度

教育委員に八野氏を選任

就学前の健康診断

指定工事業者（下水道）

弁護士無料法律相談

指定工事業者（上水道）

府税マスコット「タッピー」

業 者 名 所在地・電話番号

堺市中区土塔町
工和工業1 2326番地の７

1072（237）7807

業 者 名 所在地・電話番号

堺市中区土塔町
工和工業1 2326番地の７

1072（237）7807
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ご み 収 集

し 尿 収 集

相 　 　 談
11月６日（木）・20日（木）
12月４日（木）

も え る ご み
（火・金曜日）

粗　大　ご　み
（第 1水曜日）

ペ ッ ト ボ ト ル
（第３木曜日）

プラスチック製容器
（第２・４木曜日）

空カン・空ビン
（第４水曜日）

各地区ミゼット車

心配ごと

11月６日（木）
12月４日（木）児　　童

11月20日（木）行　　政

毎日（土日祝、年末年始を除く）
時間　午前９時～午後５時
場所　住民課
※事前に電話で予約してください。

人　　権

千早、東阪、小吹
中津原、森屋

川野辺、水分
二河原辺、桐山
吉年

11月４日（火）
７日（金）・11日（火）
14日（金）・18日（火）
21日（金）・25日（火）
28日（金）
12月２日（火）

11月20日（木）

11月26日（水）

11月19日（水）予定

11月27日（木）予定

11月28日（金）予定

11月13日（木）
27日（木）

11月５日（水）
12月３日（水）

時間 午後１時～３時
場所 保健センター１階（相談室）

人 の 動 き

総人口　6,462人（－７）

男　　3,065人（－２）

女　　3,397人（－５）

世帯数　2,348戸（－１）

９月末日現在、（ ）は対前月比

旧千早小学校でドラマのロケ収録
9月2日、旧千早小学校でNHK大阪制作

土曜ドラマ「ジャッジ2」のロケ収録があ
りました。キャスト、スタッフ約30人とエ
キストラ約70人による運動会シーンです。

11月15日（土）午後9時
ＮＨＫ総合テレビで放送予定

秋 祭 り
実りの秋に感謝する建水分神社の秋祭りが10月18日と19日に盛大に行われ

ました。18日の本宮では、神社の御旅所「比叡の前」に御神輿を先頭に18台
のだんじりが集合しました。宮入りが終わると、青年団による「にわか」が
奉納され、多くの観衆から拍手を受けていました。
中津神社では、江戸時代から伝わる獅子舞が地元の若者により奉納され、

だんじりの宮入りや子どもの健康を願う「ホテイ相撲」などが行われました。
また不本見神社では「ヤーホ相撲」が奉納されました。




